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(57)【要約】
　本発明は、単分散粒子内に封入された少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤お
よび/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を含む新規な単分散粒
子と、新規な着色剤組成物と、基材の着色におけるその使用と、その着色剤組成物を使用
して着色する(少なくとも部分的に)基材とに関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体が粒子内に封入されているコロイド結晶を形成することが可
能な単分散粒子であって、
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、97～99.999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～3重量%の封入されている少なくとも1
種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくと
も1種の前駆体と
を含むことを特徴とする単分散粒子。
【請求項２】
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、99～99.999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～1重量%の少なくとも1種の広域スペク
トル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含む、請求項1に記載の単分散粒子。
【請求項３】
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、99.5～99.9999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～0.5重量%の少なくとも1種の広域スペ
クトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体
と
を含む、請求項1に記載の単分散粒子。
【請求項４】
　メチルメタクリレートとアリザリンブルーブラックとからなる単分散粒子が保護の範囲
から除かれる、請求項1から3のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項５】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なく
とも1種の前駆体が、複数化合物の混合物であり、その混合物が単一の広域スペクトル吸
収体造影剤と同じ吸収特性を有する、請求項1から4のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項６】
　前記単分散粒子が、可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を反射および/また
は回折するコロイド結晶を形成することができる、請求項1から5のいずれかに記載の単分
散粒子。
【請求項７】
　約1μm未満でありかつ約1nm超のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から6のい
ずれかに記載の単分散粒子。
【請求項８】
　100nm超、好ましくは120nm超のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から7のい
ずれかに記載の単分散粒子。
【請求項９】
　900nm未満、好ましくは800nm未満のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から8
のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１０】
　120nmから800nmまでの範囲のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から7のいず
れかに記載の単分散粒子。
【請求項１１】
　前記粒子が、針、プレート、ロッドまたは球の形状を有することを特徴とする、請求項
1から10のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１２】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が、前記単分散粒子全体を覆って分布している、請求
項1から11のいずれかに記載の単分散粒子。
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【請求項１３】
　前記単分散粒子が、有機および/または無機材料からできていることを特徴とする、請
求項1から12のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１４】
　前記単分散粒子が、有機ポリマー粒子、例えば、ラテックス、ポリスチレン、ポリ(酢
酸ビニル)、ポリアクリロニトリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポ
リアミド、ポリウレタン、ポリ(メチルメタクリレート)およびポリ(フルオロメチルメタ
クリレート)粒子などでできていることを特徴とする、請求項13に記載の単分散粒子。
【請求項１５】
　金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物粒子でできて
いることを特徴とする、請求項11に記載の単分散粒子。
【請求項１６】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が有機物である、請求項1から15のいずれかに記載の
単分散粒子。
【請求項１７】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が無機物である、請求項1から15のいずれかに記載の
単分散粒子。
【請求項１８】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が、Ag、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブ
ルーブラック、カーボンブラック、水酸化鉄および四三酸化鉄からなる群から選択される
、請求項1から15のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１９】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤前駆体が、金属塩または複数の金属塩の混合物であり
、該金属が、K、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、A
u、およびCdから選択することができる、請求項1から18のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項２０】
　前記金属塩類が親水性である、請求項19に記載の単分散粒子。
【請求項２１】
　前記金属塩類が、AgNO3、FeCl2およびFeCl3である、請求項19または20に記載の単分散
粒子。
【請求項２２】
　請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子から形成されるコロイド結晶。
【請求項２３】
　(i)請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子および/または請求項22に記載の少な
くとも1種のコロイド結晶
を含む着色剤組成物。
【請求項２４】
　(i)請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子および/または請求項22に記載の少な
くとも1種のコロイド結晶と、
　(ia)広域スペクトル吸収体造影剤および広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体が封入さ
れていない単分散粒子と
を含む着色剤組成物。
【請求項２５】
　前記単分散粒子によって封入されていない少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影
剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体をさらに含む、請
求項23または24に記載の着色剤組成物。
【請求項２６】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の
前駆体が、前記コロイド結晶中の封入されている単分散粒子の間のすき間に置かれている
、請求項25に記載の着色剤組成物。
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【請求項２７】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の
少なくとも1種の前駆体が、前記封入されている単分散粒子の表面に置かれている、請求
項25に記載の着色剤組成物。
【請求項２８】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤が有機物である、請求項25から27のいずれかに
記載の着色剤組成物。
【請求項２９】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤が無機物である、請求項25から27のいずれかに
記載の着色剤組成物。
【請求項３０】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルー
ブラック、カーボンブラック、水酸化鉄および四三酸化鉄からなる群から選択される、請
求項25から27のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３１】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体が、AgNO3、FeCl2およびFeCl3からなる群か
ら選択される、請求項25から27のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３２】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体がそこに封入されている前記単分散粒子の量が、前記着色組
成物の全重量に対して少なくとも約0.01重量%である、請求項23から31のいずれかに記載
の着色剤組成物。
【請求項３３】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体がそこに封入されている前記単分散粒子の量が、前記着色組
成物の全重量に対して0.01重量%から70重量%までである、請求項23から32のいずれかに記
載の着色剤組成物。
【請求項３４】
　(ii)少なくとも1種の溶媒
を含む、請求項23から33のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３５】
　前記溶媒が、極性または無極性であり得る有機溶媒である、請求項34に記載の着色剤組
成物。
【請求項３６】
　前記有機溶媒が、水、アルコール類(一価または多価)、エステル類、ケトン類ならびに
エーテル類、特にグリコール類およびポリグリコール類のモノ-およびジ-アルキルエーテ
ル類、例えば、モノ-、ジ-およびトリ-プロピレングリコールのモノメチルエーテルなら
びにエチレン、ジエチレンおよびトリエチレングリコールのモノ-n-ブチルエーテルから
なる群から選択される、請求項35に記載の着色剤組成物。
【請求項３７】
　(iia)水と、
　(iib)場合によって、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類ならびに少な
くとも6個の炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類ならびに精製蒸留生成物類
および副生成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶
剤と
を含む、請求項34から36のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３８】
　前記溶媒が、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類ならびに少なくとも6
個の炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類ならびに精製蒸留生成物類および副
生成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、請求項34から36のいずれか
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に記載の着色剤組成物。
【請求項３９】
　該溶媒の量が、前記着色剤組成物の全重量に対して、10重量%～99.99重量%の範囲、好
ましくは、20重量%から99.8重量%まで、より好ましくは、30重量%から99.9重量%までであ
る、請求項34から38のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４０】
　前記着色剤組成物が、液体、ゲル、ムース、ワックスまたはペーストである、請求項34
から39のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４１】
　(i)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%の請求項1から21のいずれ
かに記載の単分散粒子および/または請求項22に記載の少なくとも1種のコロイド結晶
を含む、請求項23から40のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４２】
　さらに、
　(iii)少なくとも1種の硬化性材料と、
　(iv)少なくとも1種の開始剤と
を含む、請求項23から41のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４３】
　(iii)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～15重量%、好ましくは0.1～10重
量%の少なくとも1種の硬化剤
を含む、請求項42に記載の着色剤組成物。
【請求項４４】
　(iv)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.005重量%～10重量%、好ましくは0.01～8重
量%の少なくとも1種の開始剤
を含む、請求項42または43に記載の着色剤組成物。
【請求項４５】
　前記硬化剤が、エポキシアクリレート類、ポリウレタンアクリレート類、ポリエステル
アクリレート類、アクリレート化ポリオール類およびアクリレート化ポリエーテル類から
なる群から選択される、請求項42から44のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４６】
　前記開始剤が、過酸化物または過酸化物含有化合物類、ベンゾフェノンおよびベンゾフ
ェノン誘導体類、アセトフェノンおよびアセトフェノン誘導体類、ベンゾインエーテル誘
導体類およびチオキサントン誘導体類からなる群から選択される、請求項42から45のいず
れかに記載の着色剤組成物。
【請求項４７】
　(v)少なくとも1種の助剤
をさらに含む、請求項23から46のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４８】
　前記助剤が、湿潤剤類、緩衝物質類、帯電防止剤類、漂白剤類、酸化剤類、レオロジー
調整剤類、可溶化剤類、乾燥剤、消泡剤類、レベリング剤類、界面活性剤類、抑泡剤類、
凍結防止剤類または制カビおよび/または静菌剤類、蛍光増白剤類、軟化剤類、防炎添加
剤類、または汚れ剥離剤類、撥水剤類および撥油剤類、ならびに硬水軟化剤類および天然
または合成増粘剤類、例えば、アルギン酸塩類およびセルロースエーテル類からなる群か
ら選択される、請求項47に記載の着色剤組成物。
【請求項４９】
　(v)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.1重量%～10重量%の少なくとも1種の助剤
をさらに含む、請求項47または48に記載の着色剤組成物。
【請求項５０】
　前記着色剤組成物が、コーティングおよび/または印刷配合物である、請求項23から49
のいずれかに記載の着色剤組成物。



(6) JP 2010-527342 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

【請求項５１】
　前記着色剤組成物が、インクジェット(例えば、バブルジェット（登録商標）、コンパ
ウンドジェット、ドライインクジェット、ホットメルトインクジェットなど)、レリーフ
印刷、凹版印刷、活版印刷、リソグラフィ、フレキソグラフィ、グラビア、スクリーン印
刷およびタコ印刷用の印刷配合物である、請求項50に記載の着色剤組成物。
【請求項５２】
　前記着色剤組成物が、ナイフコーティング、浸漬(ディップ)コーティング、ギャップコ
ーティング、カーテンコーティング、ロータリースクリーン、リバースロールコーティン
グ、グラビアコーティング、計量ロッド(マイヤーバー)コーティング、スロットダイ(押
出し)コーティングおよびホットメルトコーティング用のコーティング配合物である、請
求項50に記載の着色剤組成物。
【請求項５３】
　パーソナルケア用配合物、特に化粧品配合物における、請求項1から21のいずれかに記
載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なくとも1種のコロイド結晶、および
/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1種の着色剤組成物の使用。
【請求項５４】
　請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なく
とも1種のコロイド結晶、および/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1
種の着色剤組成物を含む、パーソナルケア用配合物および/または化粧品配合物。
【請求項５５】
　前記パーソナルケア用配合物および/または化粧品配合物が、溶液類、懸濁液類、エマ
ルジョン類、PITエマルジョン類、ペースト類、軟膏類、ゲル類、クリーム類、ローショ
ン類、粉末類、石けん類、界面活性剤含有洗浄料類、油類、エアロゾル類、スプレー類、
ワックス類、ムース類、およびスティック類の形をしている、請求項54に記載のパーソナ
ルケア用配合物および/または化粧品配合物。
【請求項５６】
　前記パーソナルケア用配合物および/または化粧品配合物が、リップスティック、リッ
プケアスティック、マスカラ、アイライナー、アイシャドウ、ルージュ、パウダー化粧品
、エマルジョン化粧品、ワックス化粧品、ネイルラッカー、シャンプー、およびシャワー
用配合物である、請求項54または55に記載のパーソナルケア用配合物および/または化粧
品配合物。
【請求項５７】
　溶媒類、さらなる染料類および/または顔料類、酸化防止剤類、撥水剤類、ビタミン類
、UV吸収剤類、溶質類、セルフタンニング剤類、保存剤類、酸化防止剤類、安定剤類、可
溶化剤類、ビタミン類、着色剤類、および臭気改良剤類からなる群から選択される少なく
とも1種のさらなる添加剤を含む、請求項54から56のいずれかに記載のパーソナルケア用
配合物および/または化粧品配合物。
【請求項５８】
　セキュリティ印刷および/またはコーティングインクにおける、請求項1から21のいずれ
かに記載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なくとも1種のコロイド結晶、
および/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1種の着色剤組成物の使用。
【請求項５９】
　請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なく
とも1種のコロイド結晶、および/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1
種の着色剤組成物を含む、セキュリティ印刷および/またはコーティングインク。
【請求項６０】
　少なくとも1種の、さらなる追加の検出可能なセキュリティフィーチャを含む、請求項5
9に記載のセキュリティ印刷および/またはコーティングインク。
【請求項６１】
　別の追加の要素が、光学的、機械的、および/または触覚的に検出可能なセキュリティ
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フィーチャである、請求項60に記載のセキュリティ印刷および/またはコーティングイン
ク。
【請求項６２】
　基材に印刷および/または塗布するための、請求項23から49のいずれかに記載の着色剤
組成物および/または請求項59から61のいずれかに記載のセキュリティ印刷および/または
コーティングインクの使用。
【請求項６３】
　前記基材が、繊維(毛髪など)、皮膚、爪、食材、石、セラミック、ガラス、紙、織物、
木材、皮革、金属、および/またはプラスチックからなる群から選択される、請求項62に
記載の使用。
【請求項６４】
　請求項23から49のいずれかに記載の着色剤組成物および/または請求項59から61のいず
れかに記載のセキュリティ印刷および/またはコーティングインクによって、印刷および/
または塗布された基材。
【請求項６５】
　繊維(毛髪など)、皮膚、爪、食材、石、セラミック、ガラス、紙、織物、木材、皮革、
金属、および/またはプラスチックからなる群から選択される、請求項64に記載の基材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、単分散粒子に封入されている少量の少なくとも1種の広域スペクトル吸収体
造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を含む、新規
な単分散粒子と、新規な着色剤組成物と、基材の着色におけるその使用と、その着色剤組
成物を使用して着色する(少なくとも部分的に)基材とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　発色団は、色を付与する材料である。色は、光の吸収または放出と、光子エネルギーの
損失によって一般的には生じる。
【０００３】
　色は、また、例えば、可視光の波長に一致した寸法を有する非常に規則的な構造によっ
て光が反射および/または回折する場合は、色を構造効果によっても生じ得る。かかる構
造は、異なる角度から見たときに異なる色を示すことができ、この効果は、「構造色」と
して当技術分野で知られている。このようにして生じた色の例は、自然界に見出すことが
でき、例えば一部のチョウの羽、クジャクの羽毛、ウミネズミの毛、およびオパールなど
の半貴宝石に見出すことができる。
【０００４】
　構造効果によって色を生ずるための組成物類は既知である。例えば米国特許第6756115
号は、単分散球体と、この単分散球体の間の空間を部分的にまたは完全に占有する1つま
たは複数のタイプのより小さいコロイド粒子とを含む乳光効果を発揮する粒子マトリック
スについて述べており、このより小さいコロイド粒子は、所定の色彩効果を実現しかつマ
トリックスを1つに結合するために、球体と球体間の媒体との屈折率比を調節するもので
ある。
【０００５】
　Muller他(Chem.Mater.2000、12、2508～2512)は、不完全な光バンドギャップ構造およ
び関連した染料光ルミネセンススペクトルの修正を示す染料を浸透させたポリ(メチルメ
タクリレート)オパール質フォトニックフィルムについて述べている。Muller他で使用さ
れた染料は、可視光を吸収しない蛍光染料である。
【０００６】
　WO2005/063902は、担体液体および単分散粒子を含むインクジェット組成物について述
べている。単分散粒子は、基材表面に3D最密充填正規球状構造に配列することによって基
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材表面に塗布すると、3Dフォトニック結晶を形成する。WO2005/063902の一実施例では、
黒色インクを光沢紙またはエイブリィビニルに印刷し、次いでポリメチルメタクリレート
粒子を含むインク(しかし染料/顔料は含まない)で重ね刷りする。
【０００７】
　米国特許第6818051号は、乳光効果を発揮する粒子について述べている。粒子は、ドメ
インに関しては最密充填されておりかつ物理的または化学的修正によって機械的に安定化
した3Dの規則正しく配列された構造内に単分散球体を含む。
【０００８】
　米国特許第6337131号は、シェル材料がフィルム形成可能であり、コアがシェルフィル
ム形成条件下で本質的に形状安定性であって、シェル材料によって最小限にしか膨潤しな
い2相系を形成することができるコアシェル粒子について記載している。そのコアおよび
シェルの材料は、特定の屈折率差を有する。米国特許第6337131号は、コアシェル粒子が
暗色基材に適用されたときに、印象的な角度依存性の色変化が得られることに言及してい
る。
【０００９】
　米国特許第6894086号は、マトリックス中に保持された規則正しい周期的な粒子の配列
を含む着色剤であって、そのマトリックスおよびその粒子が屈折率に特定の差を有する着
色剤を開示している。米国特許第6894086号の一実施例では、その着色剤は黒色ベースコ
ート上に塗られた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許第6756115号
【特許文献２】WO2005/063902
【特許文献３】米国特許第6818051号
【特許文献４】米国特許第6337131号
【特許文献５】米国特許第6894086号
【特許文献６】PCT/EP2006/010882
【特許文献７】米国特許第6800709号
【特許文献８】米国特許第4775520号
【特許文献９】米国特許第4911903号
【特許文献１０】米国特許第5540951号
【特許文献１１】US2006002875
【特許文献１２】WO2006/045567
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】Muller他、Chem.Mater.2000、12、2508～2512
【非特許文献２】M.Egen、R.Zentel、Macromol.Chem.Phys. 2004、205、1479～1488
【非特許文献３】Stober、Fink、およびBohn、J.Colloid Interface Sci. 1968、26、62
【非特許文献４】Bogush他、J.Non-Crys.Solids 1988、104、95
【非特許文献５】Zentel他、Chemistry of Materials、12(8): 2508
【非特許文献６】Denkov他、「Two-Dimensional Crystallization」、Nature、Vol.361、
p.26(1993)
【非特許文献７】Jiang他、「Template-Directed Preparation of Macroporous Polymers
 with Oriented and Crystalline arrays of Voids」、Journal of the American Chemic
al Society、Vol.121、pp.11630～11637(1999)
【非特許文献８】Nagayama他、J.Phys.: Condens.Matter; 1994(6)、A395
【非特許文献９】Colvin他、Phys.Rev.B; 2001(64)、205103
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１２】
　前述の従来技術の文献はどれも、本明細書で定義されている広域スペクトル吸収体造影
剤を含む着色剤組成物、即ち可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光の実質的に全
てを吸収しかつ/または有機物である着色剤組成物については開示していない。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者等は、今や、単分散粒子内に封入される、少量の少なくとも1種の広域スペク
トル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を
含む新規な単分散粒子を提供した。かかる封入された単分散粒子は、例えば上で述べた従
来技術の組成物と比較して、高い構造色彩効果を発揮する着色剤組成物をもたらす。本発
明の単分散粒子は、製造するのが容易である。さらに、取扱いが容易であり、それほど規
則正しくない結晶が単分散粒子から形成される場合であっても色彩効果は優れている。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一態様によれば、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または
広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が粒子内に封入されている、コロ
イド結晶を形成することが可能な単分散粒子であって、
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、97～99.999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～3重量%の封入されている少なくとも1
種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくと
も1種の前駆体と
を含むことを特徴とする単分散粒子が提供される。
【００１５】
　本発明の目的は、着色した粒子を製造することではなく、色彩効果がコロイド結晶配列
によって達成される無色の粒子を製造することである。それ故、上記単分散粒子中に封入
される少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体
造影剤の少なくとも1種の前駆体の量は、多すぎてはならない(該単分散粒子の全重量に対
して3重量%未満)。その量は、該広域スペクトル吸収体造影剤および/または該広域スペク
トル吸収体造影剤の前駆体の吸収係数によって変動する。
【００１６】
　重量パーセンテージは、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸
収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を含む単分散粒子の全重量を基準とする。したがっ
て、(i)と(ia)の重量%の和は100%であることは明らかである。
【００１７】
　本発明のさらなる態様によれば、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/
または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が粒子内に封入されている
コロイド結晶を形成することが可能な単分散粒子であって、
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、99～99.999重量%、好ましくは99.5～99.9999重
量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～1重量%、好ましくは0.0001～0.5重量%
の封入されている少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペク
トル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含むことを特徴とする単分散粒子が提供される。
【００１８】
　さらなる実施形態は、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域
スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が粒子内に封入されているコロイド結
晶を形成することが可能な単分散粒子であって、
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、97～99.9999重量%、好ましくは99～99.999重量%
、より好ましくは99.5～99.9999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、
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より好ましくは0.0001～0.5重量%の封入されている少なくとも1種の広域スペクトル吸収
体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含むことを特徴とする単分散粒子に関するものであり、但し、PCT出願No PCT/EP2006/0
10882の実施例1は、保護の範囲から除外されることを条件とする。
【００１９】
　さらなる実施形態は、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域
スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が粒子内に封入されているコロイド結
晶を形成することが可能な単分散粒子であって、
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、97～99.9999重量%、好ましくは99～99.999重量%
、より好ましくは99.5～99.9999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、
より好ましくは0.0001～0.5重量%の封入されている少なくとも1種の広域スペクトル吸収
体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含むことを特徴とする単分散粒子に関するものであり、但し、該封入されている単分散
粒子は、メチルメタクリレートおよびアリザリンブルーブラックからなるものではないこ
とを条件とする。
【００２０】
　それは、アリザリンブルーブラックを含有する広域スペクトル吸収体造影剤類とそれら
の前駆体類との混合物類は、保護の範囲から除外されないことを意味する。
【００２１】
　アリザリンブルーブラックは、C.I. Mordant Black 13 (C.I. 63615)である。
【００２２】
　「単分散粒子材料」という用語は、該広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域
スペクトル吸収体造影剤の該前駆体を封入し、単分散粒子を形成する材料を意味する。
【００２３】
　その単分散粒子は、同じ材料から形成することができるし、それらは異なる材料からも
形成することができる。
【００２４】
　「単分散粒子」という用語は、粒子の少なくとも60%が指定された粒度範囲内に含まれ
ている粒子を意味する。例えば単分散粒子は、好ましくは2乗平均平方根(rms)のずれが10
%未満、より好ましくはrms直径のずれが5%未満である直径を有する。
【００２５】
　「封入された」という用語は、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペク
トル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が、単分散粒子内に閉じ込められまたは埋め
込まれることを意味する。広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸
収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は(多かれ少なかれ)、単分散粒子内に均一に分布さ
れる。これは、それが単分散粒子の一部において大部分が濃縮されることはないことを意
味する。
【００２６】
　一般的に、単分散粒子は、可視光の波長に相当する範囲内の波長を有する光を、反射お
よび/または回折するコロイド結晶を形成することが可能である。
【００２７】
　適切な単分散粒子は、一般的には約1μm未満でありかつ約1nm超であるrms直径を有し、
したがって「ナノ粒子」として分類される。特に単分散粒子は、100nm超、好ましくは120
nm超のrms直径を有することができる。好ましくは、該単分散粒子は、900nm未満のrms直
径を有してよく、好ましくは800nm未満である。より好ましくは、該単分散粒子のrms直径
は、120nmから800nmまでの範囲内である。
【００２８】
　本発明の着色剤組成物に使用するのに適する単分散粒子は、様々な幾何形状のものであ
り得る。その粒子は、任意の幾何学的な形を有することができる。例えば、該単分散粒子
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は、針、プレート、および/またはロッドとして成形してよく、かつ/あるいは実質的に球
状であり得る。単分散粒子の形状は、本発明の着色剤組成物におけるその有効性に著しい
影響を及ぼすことはない。
【００２９】
　本発明による単分散粒子は、コア/シェル粒子ではない。コア/シェル粒子は、(少なく
とも)2層、即ちそのコアおよびそのシェルからなるのに対し、本発明の粒子は、1層から
なるのみである。広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体は、単分散粒子の中央(または単分散粒子の別の部分)で濃縮
されない。単分散粒子全体に分布される。通常は、その内部に均一に分布している。
【００３０】
　したがって、本発明のさらなる実施形態は、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体が
封入されかつ広域スペクトル吸収体造影剤が単分散粒子全体にわたって分布している単分
散粒子に関する。
【００３１】
　本発明の一態様では、単分散粒子は実質的に球状である。「実質的に球状」という用語
は、粒子が球状またはほぼ球状であることを意味する。言い換えれば、当業者であれば理
解するであろうが、この態様において粒子は全てが真球ではあり得ない。
【００３２】
　本発明の着色剤組成物に使用するのに適した単分散粒子は、有機および無機材料を含め
た任意の適切な材料から作製することができる。例えば、適切な有機材料としては、ラテ
ックス、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニトリル、ポリ(スチレン-co-
ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポリ(メチルメタクリレート)
、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子類などの有機ポリマー粒子類、それら
のヒドロゲルコロイドおよび共重合体:ポリ(N-イソプロピルアクリルアミド)、ポリ(アク
リル酸)、ポリ(アクリル酸)ヒドロキシプロピルセルロース、デキストランポリ(N-イソプ
ロピルアクリルアミド)、およびデキストランヒドロキシルプロピルセルロースが挙げら
れる。また、前述のポリマーのモノマー単位を含むコポリマーも同様に、本発明で使用す
ることができる。
【００３３】
　適切な無機材料としては、金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属、お
よび金属酸化物粒子類が挙げられる。適切な金属酸化物の例としては、例えば、Al2O3、T
iO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3が挙げられる。適切な金属類の例と
しては、例えば、金、銅、および銀が挙げられる。
【００３４】
　「金属カルコゲナイド」という用語は、元素周期表(制定されたIUPAC命名法による)の
第16族からの陰イオン、即ち、酸素、硫黄、セレン、テルリウム、およびポロニウムで形
成された金属化合物類を意味する。
【００３５】
　「金属プニクタイド」という用語は、元素周期表(制定されたIUPAC命名法による)の第1
5族からの陰イオン、即ち、窒素、リン、ヒ素、アンチモン、およびビスマスで形成され
た金属化合物類を意味する。
【００３６】
　本発明の一態様では、単分散粒子は、上で列挙したような有機ポリマー粒子を含む。特
に単分散粒子は、ポリスチレンおよびポリ(メチルメタクリレート)から選択される有機ポ
リマーを含むことができる。そのような有機ポリマー粒子は、調製するのが容易であり、
かつ広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくと
も1種の前駆体を容易にドープして(例えば界面活性剤を含まない乳化重合によって)、即
ち造影剤が封入されるようにすることができるので、有利である。これにより、造影剤の
濃度の効果的な制御が可能となる。
【００３７】
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　単分散粒子は市販されており、当技術分野で知られている方法によって調製することが
できる。
【００３８】
　有機ポリマー粒子から作製された単分散粒子は、乳化、分散、または懸濁重合を使用し
て、分散液として調製することができる。
【００３９】
　例えば米国特許第6800709号は、シクロデキストリンの存在下、水をベースにした系で
の疎水性モノマーのフリーラジカル重合または共重合による、狭い粒度分布を有する単分
散粒子の調製について記載している。適切な疎水性モノマー類としては、スチレン類、ア
クリロニトリル、メタクリロニトリル、アクリレート、メタクリレート、メタクリルアミ
ド、アクリルアミド、マレイミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、モノアルキルマレ
エート、ジアルキルマレエート、フッ素化アクリレート、およびフッ素化メタクリレート
が挙げられる。
【００４０】
　単分散ポリ(メチルメタクリレート)複合体は、M.Egen、R.Zentel(Macromol.Chem.Phys.
 2004、205、1479～1488)により記載されているプロセスに従って調製してもよく、また
はDuke Scientific Corporationから市販されている。
【００４１】
　広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体は、単分散粒子内に封入される場合、この単分散粒子は、一般的には広域スペ
クトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体
の存在下で形成される。例えば、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤(染料など
)および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を封入する単分散
有機ポリマー粒子(ポリスチレンまたはポリ(メチルメタクリレート)粒子など)は、以下で
より詳細に述べるように、界面活性剤を含まない乳化重合を使用して調製することができ
る。
【００４２】
　シリカ粒子など、無機材料から作製された単分散粒子は、ゾルゲル法を使用する分散体
として調製することができる。例えば、単分散シリカ球体は、Stober、Fink、およびBohn
(J.Colloid Interface Sci. 1968、26、62)による周知のプロセスに従って調製すること
ができる。このプロセスは、後にBogush他(J.Non-Crys.Solids 1988、104、95)により改
良された。あるいはシリカ粒子は、Blue Helix,Limitedから購入することができ、または
米国特許第4775520号および米国特許第4911903号に記載されているプロセスによって、新
たに調製することができる。
【００４３】
　単分散シリカ球体は、水性アンモニア媒体中での、テトラアルコキシシランの加水分解
重縮合によって製造することもでき、1次粒子のゾルが最初に生成され、次いで得られた
シリカ粒子が、テトラアルコキシシランの連続的な制御された添加によって所望の粒度に
なる。このプロセスによれば、0.05と10μmの間の平均粒径を有しその標準偏差が7%未満
である単分散シリカ球体を製造することが可能である。
【００４４】
　単分散粒子の表面は、様々な効果が実現されるように改質することができる。単分散粒
子の表面の基は、化学反応を行うことによって改質および/または変化させることができ
る。例えば単分散粒子は、カルボン酸基、硫酸基、またはアミン基などの荷電官能基を保
持するように改質することができる。そのような改質は、当業者には周知であろう。
【００４５】
　「広域スペクトル吸収体造影剤」という用語は、
(a)可視光の波長に相当する範囲内の波長を有する実質的に全ての光を吸収し、
(b)拡散光を除外する
化合物を意味する。
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【００４６】
　本発明に照らして、「広域スペクトル吸収体造影剤」という用語は、単一の広域スペク
トル吸収体造影剤と同じ吸収特性を有する化合物の混合物も含む。そのような混合物は、
依然として拡散光を除外しなければならない。これは、そのような混合物の単一の化合物
それぞれが、明確な領域の光のみ吸収し、かつこれら化合物の組合せのみが広域スペクト
ル吸収体を提供することを意味する。それ故本発明のさらなる実施形態は、広域スペクト
ル吸収体造影剤が化合物の混合物であり、その混合物が単一の広域スペクトル吸収体造影
剤と同じ吸収特性を有し、その混合物が粒子内に封入されているコロイド結晶を形成する
ことが可能な単分散粒子にも関する。以下において、「広域スペクトル吸収体造影剤」と
いう用語は、単一の化合物または複数化合物の混合物を常に意味する。
【００４７】
　広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体材料を封入することも可能である。その前駆体は
、エネルギーの形(光(UV)、熱など)を使用することによって、広域スペクトル吸収体造影
剤に変換される。この変換は、通常、封入プロセスの後で生じる。本発明に適した前駆体
は、金属塩であり、好ましくは硝酸塩やハロゲン化物などの親水性金属塩である。好まし
いハロゲン化物は、F、Cl、またはIであるが、Clは最も好ましいハロゲン化物である。そ
の金属類は、例えば、アルカリ金属類、アルカリ土類金属類、貴金属類、希土類金属類、
または遷移金属類である。適切な金属類は、例えばK、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce
、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、およびCdである。Ca、Mg、Al、Ag、およびZnが
好ましい。非常に適切な金属塩類は、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化
Fe(特にFeCl2およびFeCl3)である。
【００４８】
　一例として、AgNO3は、コロイド銀に変換される。複数の前駆体を使用することも可能
である。さらなる例として、FeCl2はFeCl3と同様に、Fe3O4および/または水酸化鉄に変換
される。さらに、必要とされる広域スペクトル吸収体造影剤特性を有する1種または複数
の前駆体と後に混合物を形成する別の化合物を使用することも可能である。以下において
、「広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体」という用語は、単一の化合物または化合物の
混合物を常に表す。
【００４９】
　これにより、純粋な材料としての広域スペクトル吸収体造影剤は、人の眼に黒色または
暗色(例えば濃青色または濃紫色)に見えるように十分な光を吸収することを意味する。例
えば、広域スペクトル吸収体造影剤は、380から780nmの範囲の波長を有する殆どの(特に
全ての)光を吸収する。より具体的には、広域スペクトル吸収体造影剤は、380から780nm
の範囲内の波長を有する光の少なくとも90%(好ましくは少なくとも95%、より好ましくは1
00%)を吸収する。
【００５０】
　「広域スペクトル吸収体造影剤」という用語は、可視光の波長に相当する範囲の波長を
有する実質的に全ての光を吸収しない(したがって、純粋な材料として、人の眼に黒色ま
たは暗色には見えない)薬剤を含むことは意図していない。この用語は、単一の蛍光染料
や単一の顔料など、単一の蛍光剤を含むことも意図していない。しかし例えば、種々の吸
収極大を有し、これら極大値の付加が広域スペクトル吸収体特性を有する様々な顔料の混
合物を封入することは可能である。
【００５１】
　「有機広域スペクトル吸収体造影剤」という用語は、炭素、水素、酸素、窒素、および
/または硫黄から選択される原子のみ含有する造影剤を意味する。「無機広域スペクトル
吸収体造影剤」という用語は、金属原子類を含有する造影剤を意味する。
【００５２】
　本発明の組成物において、広域スペクトル吸収体造影剤は、一般的にはコロイド結晶に
よって拡散され、可視光の波長に相当する範囲内の波長を有する実質的に全ての光を吸収
する。本明細書に定義された広域スペクトル吸収体ではない造影剤は、実質的に全ての拡
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散光は吸収しない。吸収されない拡散光は、コロイド結晶による可視光の直接反射および
/または回折によって引き起こされた構造的色彩効果を弱める。
【００５３】
　広域スペクトル吸収体造影剤は、例えば、本発明の特許出願で定義される広域スペクト
ル吸収体造影剤の要件を満たす染料または顔料、あるいは染料の混合物または顔料および
染料の混合物、ならびに顔料および染料の混合物であり得る。「染料」は、一般に、この
染料が塗布される基材に対して親和性を有し、一般に溶液または油の形をとる。「顔料」
は、一般に、この顔料が塗布される基材に対して親和性がなく、固体の形をとる。当業者
には当然のことであろうが、造影剤の正確な物理的形態は、本発明に必須ではなく、この
物理的形態は、この着色剤組成物を適切な基材に塗布する際に変えることができる。
【００５４】
　広域スペクトル吸収体造影剤は、単分散粒子内に封入される。広域スペクトル吸収体造
影剤は、一般的には、コロイド結晶が形成される前に単分散粒子内に封入される。
【００５５】
　広域スペクトル吸収体造影剤は、任意の適切な方法で単分散粒子内に封入することがで
きる。例えば、広域スペクトル吸収体造影剤の個々の粒子は、単分散粒子内に埋め込むこ
とができる。本明細書において、単分散粒子内への造影剤の封入について言及する場合、
それは前述の封入方法のただ1つまたは2つ以上による封入を指すことを意図している。
【００５６】
　広域スペクトル吸収体造影剤が単分散粒子内に封入される場合、生成された色は永続性
である。さらに、造影剤の封入では、例えば任意の有毒なまたは望ましくない広域スペク
トル吸収体造影剤材料が単分散粒子内に閉じ込められるので、したがって基材に着色剤組
成物を塗布したときに環境に放出されないので環境上の利点をもたらす。
【００５７】
　広域スペクトル吸収体造影剤または広域スペクトル吸収体造影剤と同じ性質を有する化
合物の混合物を封入するための方法は既知であり、任意のそのような適切な方法を、本発
明の着色剤組成物を調製するために使用することができる。
【００５８】
　広域スペクトル吸収体造影剤は、重合が適切な造影剤の存在下で実施される界面活性剤
無添加乳化重合(SFEP)法を使用して、単分散粒子内に封入することができる。例えばZent
el他(Chemistry of Materials、12(8): 2508)は、単分散有機ポリマー粒子が、水溶性染
料の存在下、界面活性剤無添加乳化重合(SFEP)法で生成されることについて述べている。
SFEP法は、一般的には、粒度分布が狭く、凝集が阻止されるように静電反発力を生成する
表面電荷を有する実質的に球状のポリマー粒子を生成する。SFEP法は、また、一般的には
、存在する場合には粒子を一緒に結合してコロイド結晶の形成　(例えば、沈降または自
己集合法によって)を困難にする可能性のある乳化剤の存在しない状態で実施される。
【００５９】
　水不溶性の広域スペクトル吸収体造影剤は、適切な油の中で単分散粒子を乳化すること
により、単分散粒子に封入することができる。この場合、単分散粒子は、さらに油を封入
してもよい。
【００６０】
　当業者には当然のことであろうが、単分散粒子は、任意の適切な広域スペクトル吸収体
造影剤を含むことができる。本発明の一態様では、単分散粒子は、有機物である広域スペ
クトル造影剤を含む。
【００６１】
　本発明の別の態様は、
(i)上で定義したコロイド結晶を形成することが可能な単分散粒子、および
(ia)単分散粒子内に封入される少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/また
は広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体
に関する。
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【００６２】
　本発明の別の態様では、単分散粒子は、無機物である広域スペクトル吸収体造影剤を含
む。
【００６３】
　適当な広域スペクトル吸収体造影剤類の例としては、吸収性の、銀などの元素類、アリ
ザリンブルーブラックおよびブリリアントブルーブラックなどの染料、ならびにカーボン
ブラック(例えば、Purex(登録商標)LS 35およびCorax(登録商標)N 115など、Degussa製カ
ーボンブラック製品系列)、水酸化鉄および酸化鉄ブラックなどの顔料が挙げられる。
【００６４】
　本発明の別の態様は、
(i)上で定義したコロイド結晶を形成することが可能な単分散粒子、および
(ia)単分散粒子内に封入される、アリザリンブルーブラックおよびブリリアントブルーブ
ラック、ならびにカーボンブラック(例えば、Purex(登録商標)LS 35およびCorax(登録商
標)N 115など、Degussa製カーボンブラック製品系列)、水酸化鉄および酸化鉄ブラックな
どの顔料からなる群から選択される少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤
を含む単分散粒子に関する。
【００６５】
　本発明の単分散粒子は、例えば基材への着色剤組成物の塗布の際にコロイド結晶を形成
することが可能である。本発明の別の関連ある態様では、着色剤組成物は、単分散粒子か
ら形成されたコロイド結晶を含むことができる。一般的には、コロイド結晶は、可視光の
波長に相当する範囲の波長を有する光を、反射および/または回折する。一般的には、コ
ロイド結晶による光のいくらかの拡散もある。
【００６６】
　誤解を避けるため、可視光の波長は、例えば、380から780nmの範囲内である。したがっ
て、コロイド結晶は、人の眼には着色して見える。
【００６７】
　誤解を避けるため、本明細書で「コロイド結晶」と言うのは、1つまたは複数のコロイ
ド結晶に関係することを意味する。
【００６８】
　「コロイド結晶」という用語は、実質的に規則的なまたは一定の空間を間に有する単分
散粒子の規則的な配列を意味する。したがって、単分散粒子の配列は、連続相(またはマ
トリックス)内に配列された分散相を形成する。連続相(またはマトリックス)は、分散相
に対して異なる屈折率を有する気体、液体、または固体を含むことができる。
【００６９】
　しかしながら、コロイド粒子は、当業者であれば理解するであろうが、いくらかの不純
物および/または欠陥を含有し得る。不純物および/または欠陥のレベルは、一般的には使
用される材料および調製方法に依存する。
【００７０】
　「コロイド結晶」という用語は、「超格子」という用語と同じ意味を有する。コロイド
結晶または超格子は、電磁波が内部を伝搬するためのエネルギー帯構造の形成をもたらす
誘電体材料の2Dまたは3D周期的配列を特徴とする光学的人工構造物である1種のフォトニ
ック結晶である。
【００７１】
　上で述べたように、コロイド結晶は、人の眼には着色して見える。言い換えれば、コロ
イド結晶は、可視スペクトルの光を反射および/または回折する。
【００７２】
　人の眼によって観察された結晶の1つまたは複数の色は、主に2つの因子に依存する。こ
れらの因子は、コロイド結晶内の格子間隔と、分散および連続相の屈折率とである。これ
らの因子は両方共、コロイド結晶によって反射および/または回折された光の波長に影響
を及ぼす。
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【００７３】
　格子間隔は、単分散粒子のサイズなどの因子によって決定される。例えば、250から510
nmまでの範囲内のrms直径を有する単分散粒子は、青および赤から緑および黄色に及ぶ色
を有するコロイド結晶を形成するのに使用することができる。格子間隔は、結晶の異なる
軸において異なり得るので、コロイド結晶は、異なる角度から見たときに異なる色を有す
ることができる。少なくとも1つの軸における格子間隔が、可視スペクトルの波長を有す
る光の反射および/または回折をもたらすならば、そのとき、コロイド結晶は、人の眼に
着色して見えることになる。
【００７４】
　コロイド結晶は(形成されると)、可視光の波長に相当する範囲内での少なくとも1つの
軸において格子間隔を有することができる。好ましくは、少なくとも1つの軸におけるそ
の格子間隔は、380から700nmまでの範囲である。
【００７５】
　上で分散および連続相の屈折率と言ったのは、特に、分散相と連続相との間の屈折率の
差に関するものであることを意味する。これは、その2つの相の屈折率の比である「屈折
率コントラスト」として知られている。
【００７６】
　単分散粒子からコロイド結晶を形成する方法は、当技術分野では既知である。例えば、
沈降または自己集合法を使用することができる。
【００７７】
　コロイド結晶を形成する沈降法は、単分散粒子の溶液または懸濁液を、適切な入れ物ま
たは容器内の適切な担体または溶媒中に入れるステップと、次いでそれらがこの入れ物ま
たは容器内で沈降するときに、単にその単分散粒子がそのままでコロイド結晶を形成する
ようにするステップとを含む。
【００７８】
　該沈降法は、重力によって促進される。その重力は、該分散液中の単分散粒子のブラウ
ン運動を妨げる。臨界体積量よりも高いと(例えば、約50体積%超)、無秩序な液相とより
稠密なコロイド結晶相との平衡状態が生ずる。しかしながら、このプロセスは、一般的に
は非常に遅い。例えば、1μmのrms直径を有するポリスチレン粒子は、前述の平衡状態に
達するのに約1カ月かかる。この期間は、遠心力を使用することによって、例えば遠心分
離器を使用することによって、短縮することができる。
【００７９】
　したがって、単分散粒子は、単分散粒子の溶液または懸濁液を適切な入れ物または容器
の適切な担体または溶媒中に入れ、その溶液または懸濁液を遠心分離にかけることによっ
て、コロイド結晶とすることができる。その担体または溶媒は次いで、任意の適切な方法
によって形成されるコロイド結晶から除去することができる。例えばその担体または溶媒
は、その担体または溶媒を蒸発することによってまたはデカントすることによって除去す
ることができる。その担体または溶媒を除去したら、コロイド結晶を、透過電子顕微鏡法
および走査電子顕微鏡法などの任意の適切な方法によって分析することができる。
【００８０】
　一般的に、沈降法は、面心立方構造のコロイド結晶を提供する。しかし、当業者には理
解されるように、体心立方構造のいくつかのコロイド結晶の形成のようないくつかの欠陥
を避けることができない。
【００８１】
　コロイド結晶を形成する自己集合法は、適切な担体または溶媒中に単分散粒子の懸濁液
または溶液を提供し、例えばこの懸濁液または溶液中に適切な基材を入れることによって
、この懸濁液または溶液に適切な基材を接触させるステップを含む。適切な条件下での、
該担体または溶媒のゆっくりとした蒸発によって、基材表面にはコロイド結晶の堆積物が
残される。一般的には、都合のよいタイムスケールの中で蒸発する担体または溶媒(アル
コールなど)が選択される。



(17) JP 2010-527342 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

【００８２】
　該自己集合法は、毛管力によって推進される。この方法は、当技術分野で「プレーナオ
パール」と呼ばれるテンプレートフォームを提供する。該毛管力は、最密充填単分散粒子
の特定の数の層(例えば25)を、基材上に均一に堆積するように働く。この方法は、単分散
粒子の2次元周期単層を作製するために、Denkov他によって使用され(「Two-Dimensional 
Crystallization」、Nature、Vol.361、p.26(1993)および米国特許第5540951号参照)、Ji
ang他によって3次元オパール質構造にまで適用範囲が拡げられた(「Template-Directed P
reparation of Macroporous Polymers with Oriented and Crystalline arrays of Voids
」、Journal of the American Chemical Society、Vol.121、pp.11630～11637(1999)参照
)。Jiang他の方法では、ガラス基材を、単分散粒子の溶液中に垂直に置く。適切な条件下
での、溶媒のゆっくりとした蒸発により、面心立方格子内に3次元の規則正しい粒子の堆
積物、即ちコロイド結晶が残される。
【００８３】
　該自己集合法では、該単分散粒子は基材上に直接堆積される。したがって、該基材は、
本発明の着色剤組成物を使用して着色されることになっている基材であり得る。
【００８４】
　該自己集合法は、一般的には点欠陥が残り得るコロイド結晶を形成するが、この方法に
よって形成された結晶は、単結晶である可能性がある。したがって、該自己集合法によっ
て形成されたコロイド結晶は、多結晶ではなく、明確な厚さのものであり、かつ分かって
いる結晶配向を有するので、沈降法によって形成されたものより多くの場合優れている。
【００８５】
　該自己集合法によってコロイド結晶を形成するための装置は既知である。例えば、Naga
yama他(J.Phys.: Condens.Matter; 1994(6)、A395)は、単分散粒子の高度に希釈された懸
濁液からスライドガラスを引き出すように作動する機械装置について記載している。単分
散粒子は、スライドガラス上に引き出され、コロイド結晶が形成されるように規則正しく
配列される。この単分散粒子の規則正しい配列は、スライドガラス上の液体の表面がディ
ウェッティングを経てある曲率を得ることにより引き起こされる。したがって、薄い液体
被膜がスライドガラス上に観察されるが、これは縁部に向かって厚さが薄くなっている。
被膜がコロイド結晶の直径よりも薄い位置では、毛管力によって、その単分散粒子は一緒
に引き出されて稠密なパケットとなる。溶媒の蒸発中、液体中に対流効果が生じ、それに
よってさらなる単分散粒子がそれに沿って移送される。スライドガラスは、コロイド結晶
の成長速度に相当する速度で分散液から引き出される。その結果、結晶配列が、毛管力に
よって得られる。結晶成長の方向は、粒子の有効拡散移動度を妨げるスライドガラスの動
きによって決定される。コロイド結晶の非常に薄い層が生成され、例えば1から3層の六方
晶系分級層にパックされる。
【００８６】
　この手順は、エタノール中に懸濁させたシリカ粒子の懸濁液を使用して、Colvin他(Phy
s.Rev.B; 2001(64)、205103)によってさらに展開された。スライドガラスの機械的な抜取
りは、細いバイアル内に垂直に位置づけられたサンプルホルダからの溶媒の低速蒸発プロ
セスに置き換えられた。コロイド結晶は、液体レベルが蒸発によって低下するにつれ、サ
ンプルホルダのガラス表面で連続的に成長する。このサンプルを、そのまま数時間放置す
る。この方法は、走査電子顕微鏡法によって観察すると厚さが制御されているコロイド結
晶層を形成する。
【００８７】
　本発明の態様によれば、単分散粒子から形成され、可視光の波長に相当する範囲の波長
を有する光を反射および/または回折するコロイド結晶であって、単分散粒子内に封入さ
れた少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造
影剤の少なくとも1種の前駆体を含むコロイド結晶が提供される。本発明の別の関連する
態様によれば、単分散粒子から形成され、可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光
を反射および/または回折するコロイド結晶であって、単分散粒子内に封入された少なく
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とも広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくと
も1種の前駆体を含むコロイド結晶が提供される。広域スペクトル吸収体造影剤および/ま
たは広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、単分散粒子内に封入し、
さらに単分散粒子の間隙に位置づけることができ、かつ/またはさらに単分散粒子の表面
に配置することができる。コロイド結晶は、任意の適切な方法によって、例えば上で述べ
た方法によって形成することができる。
【００８８】
　それ故本発明は、上で定義した単分散粒子から形成されたコロイド結晶にも関する。
【００８９】
　上記のように少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクト
ル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が封入された単分散粒子、ならびに上記のよう
なコロイド結晶を、着色剤組成物中で使用することができる。それ故本発明のさらなる実
施形態は、上記の単分散粒子および/または上記のコロイド結晶を含む着色剤組成物(CC1)
に関する。該単分散粒子のための全ての選択肢(広域スペクトル吸収体造影剤および広域
スペクトル吸収体造影剤の前駆体を含む)は、単分散粒子および/またはコロイド結晶が着
色剤組成物に組み込まれる場合にも適用可能である。
【００９０】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体が封入される単分散粒子と、広域スペクトル吸収体造影剤お
よび広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体が封入されていない単分散粒子とを組み合わせ
ることも可能である。
【００９１】
　言い換えると、これは、封入された広域スペクトル吸収体造影剤および広域スペクトル
吸収体造影剤の前駆体を含まない単分散粒子の封入された広域スペクトル吸収体造影剤お
よび/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種と単分散粒子との混合物である
。
【００９２】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)少なくとも広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の
少なくとも1種の前駆体が封入されている上記の単分散粒子と、
(ia)広域スペクトル吸収体造影剤および広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体が封入され
ていない単分散粒子と
を含む着色剤組成物(CC2)に関する。
【００９３】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体を含み、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペ
クトル吸収体造影剤の前駆体を含まない単分散粒子の混合物を含むかかる着色剤組成物に
おいて、該単分散粒子は同じ単分散粒子であることが明らかである。少なくとも、これら
の粒子は同じ寸法を有するはずである(必ずしも同じ材料からなるものではない)。
【００９４】
　封入された広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の
少なくとも1種の前駆体の他に、少なくとも1種の封入されていない広域スペクトル吸収体
造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を使用するこ
とも可能である。それ故本発明のさらなる実施形態は、単分散粒子により封入されていな
い少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体をさらに含む着色剤組成物である。勿論、
(a)少なくとも1種の封入された広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクト
ル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を含む単分散粒子と、
(b)広域スペクトル吸収体造影剤および広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体が封入され
ていない単分散粒子と、
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(c)封入されていない少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域ス
ペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含む着色剤組成物を入手することも可能である。
【００９５】
　着色剤組成物中のかかる封入されていない広域スペクトル吸収体造影剤および/または
広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体の量は、着色剤組成物の全重量に
対して、最大3重量%までであり得る。好ましくは、それは、着色剤組成物の全重量に対し
て、0.0001～3重量%、より好ましくは、0.0001～1重量%、特に好ましくは、0.0001～0.5
重量%である。
【００９６】
　本発明の別の態様において、該封入されていない広域スペクトル吸収体造影剤および/
または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、コロイド結晶中の封入
された単分散粒子の間に位置づけることができる。この場合、広域スペクトル吸収体造影
剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、一般的には、
コロイド結晶が形成されるときに、例えば着色剤組成物が基材に塗布されたときに、その
間隙に位置づけられる。これは、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペク
トル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体の存在下で、コロイド結晶が生成するときに
、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体がその間隙を占有するようにコロイド結晶を形成することによって達成するこ
とができる。あるいは、適切な溶媒中にコロイド結晶および広域スペクトル吸収体造影剤
(染料など)および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を含む着
色剤組成物から、コロイド結晶の間隙を占有する広域スペクトル吸収体造影剤が残るよう
に、溶媒を蒸発させてもよい。あるいは、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広
域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、単にコロイド結晶の間隙に堆積
してもよい。
【００９７】
　当業者であれば理解するように、コロイド結晶内の間隙の100%が、広域スペクトル吸収
体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくも1種の前駆体により占有さ
れることが可能であるが、これは必要ではない。言い換えれば、コロイド粒子内の間隙は
、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体によって、全体的にまたは部分的に占有されればよい。
【００９８】
　本発明の別の態様においては、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペク
トル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、さらに、封入された単分散粒子の表面に
位置づける、即ち粒子表面に塗膜を形成するようにしてもよい。広域スペクトル吸収体造
影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、例えば、物
理的相互作用によって(親水的、疎水的、または静電的相互作用よって、あるいは水素結
合によってなど)、または化学結合によって(共有化学結合など)、封入された単分散粒子
の表面に吸着され得る。単分散粒子の表面積の100%を、広域スペクトル吸収体造影剤およ
び/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体で被覆することが可能で
あるが、これは必須ではない。例えば、封入された単分散粒子の表面積の少なくとも90%
が、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくと
も1種の前駆体で被覆されれば十分である。
【００９９】
　広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体は、上で述べた位置の1カ所のみまたは2カ所以上で、本発明のコロイド結晶内
に位置づけることができる。例えば、本発明の一態様において、該広域スペクトル吸収体
造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、単分散粒
子中のみに封入される。本発明の別の態様では、広域スペクトル吸収体造影剤および/ま
たは広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、単分散粒子内に封入され
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ると共に、コロイド結晶の単分散粒子の間隙に位置づけられる。広域スペクトル吸収体造
影剤の位置および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体の位置の
その他の組合せも勿論可能である。
【０１００】
　封入されていない、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体
造影剤の少なくとも1種の前駆体は、封入された実施形態で定義されたものと同じタイプ
の造影剤および前駆体から選択することができる。
【０１０１】
　本発明の着色剤組成物は、一般的には、液体形態;ローション、ペースト、クリーム、
ムース、ワックス類を含めた半液体形態;または粉末、例えば洗濯用粉末もしくは錠剤類
を含めた固体形態のものであり得る。
【０１０２】
　本発明による着色剤組成物は、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/ま
たは広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が封入されている単分散粒子
を、着色剤組成物の全重量に対して0.01重量%から70重量%含む。
【０１０３】
　本発明のさらなる実施形態は、
　(i)単分散粒子材料を、単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～
99.9999重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%と、
　(ii)少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体
造影剤の少なくとも1種の前駆体を、単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ま
しくは0.0001～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%と
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%から70重量%
含む着色剤組成物(CC3)に関する。
【０１０４】
　本発明のさらなる実施形態は、
　(i)単分散粒子材料を、単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～
99.9999重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%と、
　(ii)該封入されている単分散粒子がPCT出願No PCT/EP2006/010882の実施例1のこれらで
はないことを条件とする少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域
スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、単分散粒子の全重量に対して0.000
1～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%と
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%から70重量%
、含む着色剤組成物(CC3')に関する。
【０１０５】
　本発明のさらなる実施形態は、
　(i)単分散粒子材料を、単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～
99.9999重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%と、
　(ii)該封入されている単分散粒子がメチルメタクリレートとアリザリンブルーブラック
とからなるものではないことを条件とする少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤
および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、単分散粒子の全
重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5
重量%と
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%、
含む着色剤組成物(CC3")に関する。
【０１０６】
　該着色剤組成物が、液体、ゲル、ムース、ワックスまたはペーストの形をしている場合
、この組成物は少なくとも1種の溶媒を含む。
【０１０７】
　本発明のさらなる実施形態は、
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(i)少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造
影剤の少なくとも1種の前駆体が封入される単分散粒子と、
(ii)少なくとも1種の溶媒と
を含む着色剤組成物(CC4)に関する。
【０１０８】
　好ましくはその溶媒は、極性または無極性であり得る有機溶媒である。極性溶媒の例と
しては、水、アルコール類(一価または多価)、エステル類、ケトン類ならびにエーテル類
、特にグリコール類およびポリグリコール類のモノ-およびジ-アルキルエーテル類、例え
ば、モノ-、ジ-およびトリ-プロピレングリコールのモノメチルエーテルならびにエチレ
ン、ジエチレンおよびトリエチレングリコールのモノ-n-ブチルエーテルなどである。無
極性溶媒の例としては、少なくとも6個の炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素
類ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含めたこれらの混合物が挙げられる。該
着色剤組成物は、水性または非水性溶液として調製することができる。それ故、本発明の
別の実施形態は、配合物が非水性である上記の着色剤組成物に関する。それ故、本発明の
別の実施形態は、配合物が水性である上記の着色剤組成物に関する。
【０１０９】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な上で定義した単分散粒子であって、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造
影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が単分散粒子中
に封入されている該単分散粒子と、
(iia)水と、
(iib)場合により、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の
炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生
成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒と
を含む着色剤組成物(CC5)に関する。
【０１１０】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造
影剤の少なくとも1種の前駆体が単分散粒子中に封入されている上で定義した該単分散粒
子から形成されたコロイド結晶と、
(iia)水と、
(iib)場合により、アルコール、エステル、ケトン、エーテル、少なくとも6個の炭素原子
を有する脂肪族および芳香族炭化水素、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含
めたこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒と
を含む着色剤組成物(CC6)に関する。
【０１１１】
　それ故、本発明は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な上で定義した単分散粒子であって、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造
影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が単分散粒子中
に封入されている該単分散粒子と、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒と
を含む着色剤組成物(CC7)にも関する。
【０１１２】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤を含む上で定義した単分散粒子から形成
されたコロイド結晶であって、この広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペ
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クトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が該単分散粒子中に封入されていることを
特徴とするコロイド結晶と、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒と
を含む着色剤組成物(CC8)に関する。
【０１１３】
　しかし、水を非水性組成物に意図的に添加しない場合であっても、この組成物にはいく
らかの偶発的な水が持ち込まれ得るが、一般にこの水は、着色剤組成物の全重量に対して
約2重量%～4重量%以下である。定義により、本発明の非水性組成物が有する水は、着色剤
組成物の全重量に対して約10重量%以下、好ましくは約5重量%以下である。
【０１１４】
　本発明による着色剤組成物中の溶媒の量は、着色剤組成物の全重量に対して、一般的に
は約10重量%から約99.99重量%、好ましくは約20重量%から約99.9重量%まで、より好まし
くは約30重量%から約99.9重量%までの範囲内である。
【０１１５】
　本発明の配合物の一部である溶媒の量は、大幅に変えることができる。その理由は、上
記単分散粒子に関して説明したのと同じである。組成物を、(水および/またはその他の溶
媒で)希釈する濃縮物として使用する場合、溶媒の量は少なく、通常は、着色剤組成物の
全重量に対して30重量%と70重量%の間である。ある場合には、着色剤組成物が含むのは、
30重量%未満でさえあり得る。配合物が、すぐに使用できる形態である場合、溶媒の含量
は、着色剤組成物の全重量に対して最大99.5重量%までにすることができる。
【０１１６】
　溶媒の量は、塗布されまたは印刷される基材、ならびに獲得する必要のある色合いにも
依存することは明らかである。
【０１１７】
　それ故本発明は、溶媒の量が着色剤組成物の全重量に対して30重量%と70重量%の間、好
ましくは40重量%と70重量%の間、より好ましくは50重量%と70重量%の間にある濃縮された
着色剤組成物にも関する。
【０１１８】
　本発明は、水の量が着色剤組成物の全重量に対して70重量%と99.99重量%の間、好まし
くは70重量%と99.9重量%の間、より好ましくは80重量%と99.9重量%の間にある着色剤組成
物にも関する。
【０１１９】
　封入された単分散粒子の量も溶媒の量と同様に、組成物の物理形態に応じて変えること
ができるとも言うべきであり、即ち、その濃度は着色剤組成物が液体、ゲル、またはペー
ストである場合に変えることができることを意味する。
【０１２０】
　しかし上述のように、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収
体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、追加的に着色剤組成物に加えることもでき、それ
故広域スペクトル吸収体造影剤のモル濃度量をより大きくすることができる。一方、広域
スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前
駆体を含まない単分散粒子を添加することも可能である。
【０１２１】
　本発明の着色剤組成物を、毛髪、爪、歯、ウールや木綿などの天然織物のような天然基
材を着色するのに使用する場合、組成物は、一般的には単分散粒子またはコロイド結晶を
0.01から2重量%まで(好ましくは0.01から1重量%まで)と、広域スペクトル吸収体造影剤お
よび/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を0.01から2重量%まで
(好ましくは0.01から1重量%まで)含む。本発明の着色剤組成物を、合成基材を着色するの
に使用する場合、該組成物は、一般的には単分散粒子またはコロイド結晶を0.5から15重
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量%まで(好ましくは1から10重量%まで)と、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広
域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を0.5から15重量%まで(好ましくは1
から10重量%まで)含む。
【０１２２】
　本発明は、封入された単分散粒子の量が該着色剤組成物の全重量に対して0.5重量%と30
重量%の間にある着色剤組成物にも関する。
【０１２３】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)(i)該単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.9999重量%、
より好ましくは99.5～99.9999重量%の該単分散粒子材料と、
　(ii)該単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より
好ましくは0.0001～0.5重量%の、封入されている少なくとも1種の広域スペクトル吸収体
造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含む封入されている単分散粒子を、該着色剤組成物の全重量に対して0.01重量%～70重
量%、および
(ii)少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%
を含む着色剤組成物(CC9)に関する。
【０１２４】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)(i)該単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.9999重量%、
より好ましくは99.5～99.9999重量%の該単分散粒子材料と、
　(ii)該単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より
好ましくは0.0001～0.5重量%の、該封入されている単分散粒子がPCT出願No PCT/EP2006/0
10882の実施例1のこれらではないことを条件とする少なくとも1種の広域スペクトル吸収
体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含む単分散粒子を、該着色剤組成物の全重量に対して0.01重量%～70重量%、および
(ii)少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%
を含む着色剤組成物(CC9')に関する。
【０１２５】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)(i)該単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.9999重量%、
より好ましくは99.5～99.9999重量%の該単分散粒子材料と、
　(ii)該単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より
好ましくは0.0001～0.5重量%の、該封入されている単分散粒子がメチルメタクリレートと
アリザリンブルーブラックとからなるものではないことを条件とする少なくとも1種の広
域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の
前駆体と
を含む単分散粒子を、該着色剤組成物の全重量に対して0.01重量%～70重量%、および
(ii)少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%
を含む着色剤組成物(CC9")に関する。
【０１２６】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
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99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラック、カーボンブ
ラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn
、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、
硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種の広域スペクトル
吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、封
入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より
好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(iia)水を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%と、
(iib)場合により、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の
炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生
成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、少なくとも1種の溶媒を、該
着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%～89.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC10)に関する。
【０１２７】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がPCT出願No PCT/EP2006/010882の実施例1のこれらではない
ことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラ
ック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K
、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag
、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種
の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.00
01～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(iia)水を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%と、
(iib)場合により、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の
炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生
成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、少なくとも1種の溶媒を、該
着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%～89.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC10')に関する。
【０１２８】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
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粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がメチルメタクリレートとアリザリンブルーブラックとから
なるものではないことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリ
アントブルーブラック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸
化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg
、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択され
る少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%
、好ましくは0.0001～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(iia)水を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%と、
(iib)場合により、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の
炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生
成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、少なくとも1種の溶媒を、該
着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%～89.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC10")に関する。
【０１２９】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子を
、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.9999重
量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラック、カーボンブ
ラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn
、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、
硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種の広域スペクトル
吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、封
入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より
好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全
重量に対して30重量%～99.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC11)に関する。
【０１３０】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
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リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がPCT出願No PCT/EP2006/010882の実施例1のこれらではない
ことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラ
ック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K
、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag
、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種
の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.00
01～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全
重量に対して30重量%～99.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC11')に関する。
【０１３１】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がメチルメタクリレートとアリザリンブルーブラックとから
なるものではないことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリ
アントブルーブラック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸
化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg
、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択され
る少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%
、好ましくは0.0001～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全
重量に対して30重量%～99.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC11")に関する。
【０１３２】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
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とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子を
、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.9999重
量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラック、カーボンブ
ラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn
、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、
硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種の広域スペクトル
吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、封
入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より
好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(iia)水を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%と、
(iib)場合により、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の
炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生
成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、少なくとも1種の溶媒を、該
着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%～89.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC12)に関する。
【０１３３】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がPCT出願No PCT/EP2006/010882の実施例1のこれらではない
ことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラ
ック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K
、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag
、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種
の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.00
01～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(iia)水を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%と、
(iib)場合により、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の
炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生
成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、少なくとも1種の溶媒を、該
着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%～89.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC12')に関する。
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【０１３４】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がメチルメタクリレートとアリザリンブルーブラックとから
なるものではないことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリ
アントブルーブラック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸
化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg
、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択され
る少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%
、好ましくは0.0001～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(iia)水を、着色剤組成物の全重量に対して30重量%～99.99重量%と、
(iib)場合により、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の
炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生
成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、少なくとも1種の溶媒を、該
着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%～89.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC12")に関する。
【０１３５】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子を
、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.9999重
量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラック、カーボンブ
ラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn
、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、
硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種の広域スペクトル
吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体を、封
入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.0001～1重量%、より
好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全
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重量に対して30重量%～99.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC13)に関する。
【０１３６】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がPCT出願No PCT/EP2006/010882の実施例1のこれらではない
ことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルーブラ
ック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸化銀ブラック、K
、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、Au、Cd、硝酸Ag
、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択される少なくとも1種
の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1
種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%、好ましくは0.00
01～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全
重量に対して30重量%～99.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC13')に関する。
【０１３７】
　本発明のさらなる実施形態は、
(i)可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を回折するコロイド結晶を形成するこ
とが可能な、ラテックス、アクリル、ポリスチレン、ポリ(酢酸ビニル)、ポリアクリロニ
トリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リ(メチルメタクリレート)、およびポリ(フルオロメチルメタクリレート)粒子などの有機
ポリマー粒子;金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物
粒子などの無機材料類;Al2O3、TiO2、SnO2、Sb2O5、Fe2O3、ZrO2、CeO2、およびY2O3など
の金属酸化物類:金、銅、および銀などの金属類からなる群から選択される単分散粒子材
料を、該封入された単分散粒子の全重量に対して97～99.999重量%、好ましくは99～99.99
99重量%、より好ましくは99.5～99.9999重量%、および
該封入されている単分散粒子がメチルメタクリレートとアリザリンブルーブラックとから
なるものではないことを条件として封入されている、アリザリンブルーブラック、ブリリ
アントブルーブラック、カーボンブラック、黒色酸化鉄、水酸化鉄、酸化鉄ブラック、酸
化銀ブラック、K、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg
、Au、Cd、硝酸Ag、ハロゲン化Ag、硝酸Fe、およびハロゲン化Feからなる群から選択され
る少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体を、封入された単分散粒子の全重量に対して0.0001～3重量%
、好ましくは0.0001～1重量%、より好ましくは0.0001～0.5重量%
を含む封入された単分散粒子を、着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%と
、
(ii)アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類、少なくとも6個の炭素原子を有
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する脂肪族および芳香族炭化水素類、ならびに精製蒸留生成物類および副生成物類を含め
たこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶媒を、着色剤組成物の全
重量に対して30重量%～99.99重量%と
を含む着色剤組成物(CC13")に関する。
【０１３８】
　本発明のさらなる実施形態は、
(iii)少なくとも1種の硬化材料と、
(iv)少なくとも1種の開始剤と
をさらに含む、着色剤組成物(CC14)配合物にも関する。
【０１３９】
　本発明による着色剤組成物(CC1)、(CC2)、(CC3)、(CC3')、(CC3")、(CC4)、(CC5)、(CC
6)、(CC7)、(CC8)、(CC9)、(CC9')、(CC9")、(CC10)、(CC10')、(CC10")、(CC11)、(CC11
')、(CC11")、(CC12)、(CC12')、(CC12")、(CC13)、(CC13')および/または(CC13")は、少
なくとも1種の硬化剤および少なくとも1種の開始剤も含むことができる。一般に知られて
いる任意の種類の硬化剤を使用することができる。通常、硬化剤は、架橋可能な樹脂であ
る。これらは、分子量<1000g/モルを有する低分子またはオリゴマー多官能性化合物であ
る。しばしば末端基である官能基(例えば、エポキシ、イソシアネート、アミン、または
ヒドロキシ基)は、重付加または重縮合メカニズムにより反応するように選択される(基の
量、ならびに基の種類)。適切な硬化剤は、エポキシアクリレート類、ポリウレタンアク
リレート類、ポリエステルアクリレート類、アクリル化ポリオール類、およびアクリル化
ポリエーテル類である。かかる硬化剤は、該着色剤組成物の全重量に対して0.01重量%～1
5重量%の量で使用される。好ましくは、硬化剤は、該着色剤組成物の全重量に対して0.1
～10重量%の量で存在する。
【０１４０】
　硬化剤と組み合わせて、この硬化剤の重付加または重縮合を開始させる少なくとも1種
の開始剤が使用される。これは通常、光(400nm～800nm)またはUV光(100nm～400nm)によっ
て行われる。かかる開始剤は、過酸化物または過酸化物含有化合物類、ベンゾフェノンお
よびベンゾフェノン誘導体類、アセトフェノンおよびアセトフェノン誘導体類、ベンゾイ
ンエーテル誘導体類、チオキサントン誘導体類であり得る。かかる開始剤類は、着色剤組
成物の全重量に対して0.005重量%～10重量%の量で使用される。好ましくは、開始剤類は
、着色剤組成物の全重量に対して0.01～8重量%の量で存在する。
【０１４１】
　本発明のさらなる実施形態は、
(iii)少なくとも1種の硬化材料を、着色剤組成物の全重量に対して0.01重量%～15重量%と
、
(iv)少なくとも1種の開始剤を、着色剤組成物の全重量に対して0.005重量%から10重量%と
をさらに含む着色剤組成物(CC15)に関する。
【０１４２】
　本発明のさらなる実施形態は、
(iii)エポキシアクリレート類、ポリウレタンアクリレート類、ポリエステルアクリレー
ト類、アクリル化ポリオール類、およびアクリル化ポリエーテル類からなる群から選択さ
れる少なくとも1種の硬化材料を、着色剤組成物の全重量に対して0.01重量%から15重量%
と、
(iv)過酸化物または過酸化物含有化合物類、ベンゾフェノンおよびベンゾフェノン誘導体
類、アセトフェノンおよびアセトフェノン誘導体類、ベンゾインエーテル誘導体類、およ
びチオキサントン誘導体類からなる群から選択される少なくとも1種の開始剤を、着色剤
組成物の全重量に対して0.005重量%から10重量%と
をさらに含む着色剤組成物(CC16)に関する。
【０１４３】
　硬化剤および開始剤についてのその化合物類ならびに濃度に関する全ての選択肢は、上
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記の着色剤組成物(CC1)、(CC2)、(CC3)、(CC3')、(CC3")、(CC4)、(CC5)、(CC6)、(CC7)
、(CC8)、(CC9)、(CC9')、(CC9")、(CC10)、(CC10')、(CC10")、(CC11)、(CC11')、(CC11
")、(CC12)、(CC12')、(CC12")、(CC13)、(CC13')および/または(CC13")にも同様に適用
することができる。
【０１４４】
　さらに、着色剤組成物(CC1)、(CC2)、(CC3)、(CC3')、(CC3")、(CC4)、(CC5)、(CC6)、
(CC7)、(CC8)、(CC9)、(CC9')、(CC9")、(CC10)、(CC10')、(CC10")、(CC11)、(CC11')、
(CC11")、(CC12)、(CC12')、(CC12")、(CC13)、(CC13')、(CC13")、(CC14)、(CC15)、お
よび/または(CC16)は、他の助剤類を含むことができる。かかる助剤類は、塗布および印
刷などの着色の分野で一般に使用されるものである。助剤類は、着色剤類を織物に固定さ
せるため、またはさもなければ本発明者等の着色プロセスの結果を改善するために、着色
剤と一緒に使用される追加の化学薬品類である。さらに、助剤類という用語は、該着色剤
組成物の保存やより良好な取扱い安さなど、配合物そのものの性質の改善を助ける化学薬
品類と理解される。
【０１４５】
　助剤類の例は、湿潤剤類、緩衝物質類、帯電防止剤類、漂白剤類、酸化剤類、レオロジ
ー調整剤類、可溶化剤類、乾燥剤、消泡剤類、レベリング剤類、界面活性剤類、電解質類
、抑泡剤類、凍結防止剤類または制カビおよび/または静菌剤類、蛍光増白剤類、軟化剤
類、防炎添加剤類、または汚れ剥離剤類、撥水剤類および撥油剤類、ならびに硬水軟化剤
類および天然または合成増粘剤類、例えば、アルギン酸塩類およびセルロースエーテル類
である。
【０１４６】
　かかる助剤類は、通常、より少ない量で存在し、これは着色剤組成物の全重量に対して
約10重量%までにすることができる。1種または複数の助剤類が存在する場合、その量は、
通常、着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%～10重量%となる。
【０１４７】
　それ故本発明のさらなる実施形態は、少なくとも1種の助剤をさらに含む上記の着色剤
組成物に関する。
【０１４８】
　それ故本発明のさらなる実施形態は、
(v)少なくとも1種の助剤
をさらに含む着色剤組成物(CC17)に関する。
【０１４９】
　それ故本発明のさらなる実施形態は、
(v)湿潤剤類、緩衝物質類、帯電防止剤類、漂白剤類、酸化剤類、レオロジー調整剤類、
可溶化剤類、乾燥剤、消泡剤類、レベリング剤類、界面活性剤類、抑泡剤類、凍結防止剤
類または制カビおよび/または静菌剤類、蛍光増白剤類、軟化剤類、防炎添加剤類、また
は汚れ剥離剤類、撥水剤類および撥油剤類、ならびに硬水軟化剤類および天然または合成
増粘剤類、例えば、アルギン酸塩類およびセルロースエーテル類からなる群から選択され
る少なくとも1種の助剤
をさらに含む着色剤組成物(CC18)に関する。
【０１５０】
　本発明のさらなる実施形態は、
(v)着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%から10重量%の少なくとも1種の助剤
をさらに含む着色剤組成物(CC19)に関する。
【０１５１】
　本発明のさらなる実施形態は、
(v)湿潤剤類、緩衝物質類、帯電防止剤類、漂白剤類、酸化剤類、レオロジー調整剤類、
可溶化剤類、乾燥剤、消泡剤類、レベリング剤類、界面活性剤類、抑泡剤類、凍結防止剤
類または制カビおよび/または静菌剤類、蛍光増白剤類、軟化剤類、防炎添加剤類、また
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は汚れ剥離剤類、撥水剤類および撥油剤類、ならびに硬水軟化剤類および天然または合成
増粘剤類、例えば、アルギン酸塩類およびセルロースエーテル類からなる群から選択され
る少なくとも1種の助剤を、着色剤組成物の全重量に対して0.1重量%から10重量%、
さらに含む着色剤組成物(CC20)に関する。
【０１５２】
　硬化剤および開始剤に対するその化合物類ならびに濃度に関する全ての選択肢は、上記
の着色剤組成物(CC1)、(CC2)、(CC3)、(CC3')、(CC3")、(CC4)、(CC5)、(CC6)、(CC7)、(
CC8)、(CC9)、(CC9')、(CC9")、(CC10)、(CC10')、(CC10")、(CC11)、(CC11')、(CC11")
、(CC12)、(CC12')、(CC12")、(CC13)、(CC13')、(CC13")、(CC14)、(CC15)、および/ま
たは(CC16)にも同様に適用することができる。
【０１５３】
　既に述べたように、本発明による着色剤組成物は、任意の適切な物理形態をとることが
できる。通常、それは、液体、ゲル、ムース、ワックスまたはペーストの形をしている。
本発明のさらなる実施形態は、コーティングおよび/または印刷配合物である上記の着色
剤組成物に関する。
【０１５４】
　該印刷プロセスは、インクジェット(例えば、バブルジェット（登録商標）、コンパウ
ンドジェット、ドライインクジェット、ホットメルトインクジェットなど)、レリーフ印
刷、凹版印刷、活版印刷、リソグラフィ、フレキソグラフィ、グラビア、スクリーン印刷
およびタコ印刷などの任意の周知のプロセスにより行うことができる。それ故配合物は、
所望の形の印刷技術に適合させなければならない。単分散粒子を含むインクジェット技術
用の配合物は、WO2005/063902により知られている。
【０１５５】
　それ故本発明のさらなる実施形態は、インクジェット(例えば、バブルジェット（登録
商標）、コンパウンドジェット、ドライインクジェット、ホットメルトインクジェットな
ど)、レリーフ印刷、凹版印刷、活版印刷、リソグラフィ、フレキソグラフィ、グラビア
、スクリーン印刷およびタコ印刷用の印刷配合物である着色剤組成物に関する。
【０１５６】
　本特許出願に記載されている着色剤組成物は、任意の既知のコーティング技術に使用す
ることもできる。それ故、該配合物は、所望の形のコーティング技術に適合させなければ
ならない。適切なコーティングプロセスは、例えば、ナイフコーティング、浸漬(ディッ
プ)コーティング、ギャップコーティング、カーテンコーティング、ロータリースクリー
ン、リバースロールコーティング、グラビアコーティング、計量ロッド(マイヤーバー)コ
ーティング、スロットダイ(押出し)コーティングおよびホットメルトコーティングである
。
【０１５７】
　本発明による、封入された単分散粒子、コロイド結晶および/または着色剤組成物は、
パーソナルケア用配合物特に化粧品配合物に使用することもできる。
【０１５８】
　したがって本発明の別の実施形態は、上記の単分散粒子および/または上記のコロイド
結晶および/または上記の着色剤組成物のパーソナルケア用配合物および/または化粧品配
合物における使用である。
【０１５９】
　それ故本発明のさらなる実施形態は、上記の単分散粒子および/または上記のコロイド
結晶および/または上記の少なくとも1種の着色剤組成物を含むパーソナルケア用配合物お
よび/または化粧品配合物にも関する。
【０１６０】
　パーソナルケア用配合物類および/または化粧品配合物類は、任意の通常の適用形態を
有することができる。これらは、例えば、溶液類、懸濁液類、エマルジョン類、PITエマ
ルジョン類、ペースト類、軟膏類、ゲル類、クリーム類、ローション類、粉末類、石けん
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類、界面活性剤含有洗浄料類、油類、エアロゾル類、スプレー類、ムース類、およびステ
ィック類の形をしていることができる。パーソナルケア用配合物類および/または化粧品
配合物類は、任意のパーソナルケア用および/または化粧品用として使用することができ
る。これらは、例えばリップスティック、リップケアスティック、マスカラ、アイライナ
ー、アイシャドウ、ルージュ、パウダー化粧品、エマルジョン化粧品、ワックス化粧品、
ネイルラッカー、シャンプー、およびシャワー用組成物として使用することができる。パ
ーソナルケア用配合物類ならびに化粧品配合物類は、溶媒類、さらなる染料類および/ま
たは顔料類、酸化防止剤類、撥水剤類、ビタミン類、UV吸収剤類、溶質類、セルフタンニ
ング剤類、保存剤類、酸化防止剤類、安定剤類、可溶化剤類、ビタミン類、着色剤類、お
よび臭気改良剤類などの化粧品の使用で一般に使用される任意の成分類および添加剤類を
含むことができる。
【０１６１】
　好ましい化粧品組成物は、人の皮膚への適用に適したものであり、これには場合により
、少なくとも好ましくは、本発明の着色剤組成物の他に、皮膚に有益な薬剤が含まれる。
適切な、皮膚に有益な追加の薬剤類としては、老化防止、しわ取り、美白、にきび抑制、
および皮脂低下剤類が挙げられる。これらの例としては、αヒドロキシ酸類、βヒドロキ
シ酸類、ポリヒドロキシ酸類、ヒドロキノン、t-ブチルヒドロキノン、ビタミンBおよびC
誘導体類、二酸類、レチノイド類、ベツリン酸、バニリン酸、アラントイン、プラセンタ
抽出物、ヒドロラクチン、およびレゾルシノール誘導体類が挙げられる。
【０１６２】
　適切な接触時間の後、必要に応じて過剰な組成物を除去し/洗い落とすことができる。
その化粧品組成物は、少なくとも2つまたは3つのコロイド結晶層が形成されるように十分
な時間、皮膚、爪、または毛髪と接触させることが好ましい。
【０１６３】
　その成分の濃度は、大幅に変えることができるが、当業者であれば、様々な塗布形態を
生ずるのに特定の成分がどの程度の濃度で必要であるかを承知している。本発明による新
規な封入された単分散粒子は、任意の既知のパーソナルケア用配合物類および化粧品配合
物類に使用することができる。適切な配合物類は、例えばUS2006002875に見出すことがで
きる。
【０１６４】
　それ故本発明のさらなる実施形態は、本発明による封入された単分散粒子を含むパーソ
ナルケア用配合物である。
【０１６５】
　それ故本発明のさらなる実施形態は、封入された単分散粒子を含む化粧品配合物である
。
【０１６６】
　封入された単分散粒子に関するその他の適用領域は、例えば、銀行券類、クレジットカ
ード類、査証類、税印類などの様々な用途を有するセキュリティ分野である。それ故本発
明のさらなる実施形態は、本発明による封入された単分散粒子を含むセキュリティ印刷お
よび/またはコーティングインクである。
【０１６７】
　かかるインクは、上記および下記の光学的に変化するマークを含むデータまたは情報の
偽造防止、鑑定、検証、または識別を特に目的としたセキュリティマーク、スレッドまた
はデバイス、ホログラム、押箔、または透かしを生成するのに使用される。
【０１６８】
　セキュリティの要素には、追加の検出可能なセキュリティフィーチャ、特に光学的、機
械的、または触覚的に検出可能なセキュリティフィーチャも含まれる。
【０１６９】
　それ故本発明のさらなる態様は、上記の封入された単分散粒子および少なくとも1種の
追加の検出可能なセキュリティフィーチャ、特に光学的、機械的、または触覚的に検出可
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能なセキュリティフィーチャを含むセキュリティ印刷および/またはコーティングインク
である。光学的に検出可能なセキュリティフィーチャは、装置を使用することなく、また
は簡単な装置の助けを借りて検出することができるものである。機械的に検出可能なセキ
ュリティフィーチャは、発光、磁気、導電性、熱電子性、または圧電性を検出することが
可能な装置を使用することによって検出することができるものである。触覚的に検出可能
なセキュリティフィーチャは、人の触覚によって検出することができるものである。WO20
06/045567には、これら追加の検出可能なセキュリティフィーチャを得るために添加され
る化合物を見出すことができる。
【０１７０】
　単分散粒子類および/またはコロイド結晶類および/または着色剤組成物類は、ホームケ
アの用途に使用することもできる。該粒子類、結晶類および/または組成物類は、通常、
特定の外観を製品に与えるために使用される。
【０１７１】
　本発明の着色剤組成物類は、基材の少なくともある領域を着色するために、任意の適切
な基材に塗布することができる。構造色効果は、コロイド結晶による可視光の波長の光の
直接反射および/または回折によってもたらされる。該コロイド結晶によって拡散される
実質的に全ての光が、広域スペクトル吸収体造影剤により吸収される。これにより構造色
効果の増強が引き起こされる。着色される基材は、任意の可能な形ならびにサイズを有す
ることができる。
【０１７２】
　上で述べたように、着色剤組成物が、コロイド結晶を形成することが可能な単分散粒子
を含む場合、このコロイド結晶は、一般的には着色剤組成物が基材に塗布されるときに形
成される。該着色剤組成物は、任意の適切な方法によって、例えば塗装、噴霧、および/
または洗浄によって、基材に塗布することができる。該着色剤組成物が、単分散粒子から
形成されたコロイド結晶を含む場合、そのコロイド結晶は、同様に、任意の適切な方法に
よって基材上に堆積される。本発明の一態様によれば、コロイド結晶層が、(i)単分散粒
子から形成されたコロイド結晶と、(ia)少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤お
よび/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体とを含み、該コロイド
結晶層が、例えば文字類、数字類、および/またはその他の記号類、および/またはグラフ
ィックデザインの形で基材の少なくともある領域に色を形成する少なくとも1つのコロイ
ド結晶層を含む基材が提供される。
【０１７３】
　本発明の別の態様によれば、コロイド結晶層が、(i)単分散粒子から形成されたコロイ
ド結晶と、(ii)少なくとも1種の有機広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペ
クトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体とを含み、例えば文字類、数字類、および/
またはその他の記号類、および/またはグラフィックデザインの形で基材の少なくともあ
る領域に色を形成する少なくとも1つのコロイド結晶層を含む基材が提供される。
【０１７４】
　コロイド結晶層内の、単分散粒子、コロイド結晶、および広域スペクトル吸収体造影剤
は、上文で定義したものと同じである。
【０１７５】
　コロイド結晶層内では、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸
収体造影剤の少なくとも1種の前駆体が、単分散粒子中に封入されており、コロイド結晶
の単分散粒子の間隙に置かれ、かつ/または単分散粒子の表面に位置づけられている。一
態様では、コロイド結晶層内では、広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペ
クトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体は、単分散粒子中に封入されることによっ
てのみ存在する。
【０１７６】
　好ましい基材は、結晶の核生成のための位置として働く表面不整を有するものである。
基材としては、繊維(毛髪など)、皮膚、爪、食材、石、セラミック、ガラス、紙、織物、
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木材、皮革、金属(例えばアルミニウム)、およびプラスチックが挙げられる。塗布される
物体は、様々な基材の組合せにすることもでき、それは任意の形を有することができる。
【０１７７】
　本発明によるコーティングおよび/または印刷配合物は、商品、例えば、練り歯磨きの
容器類、飲料類の缶類、シャンプーの容器、シャワー用ゲルの容器などの販売に使用され
る包装に着色する(完全にまたは部分的に)のに非常に適している。該着色剤配合物は、後
に特定の形体の表面に貼付するラベルの印刷に使用することもできる。
【０１７８】
　本発明の別の態様によれば、基材を着色するための上文で定義された着色剤組成物の使
用が提供される。
【０１７９】
　本発明の別の態様によれば、基材を着色する方法が提供され、その方法は、コロイド結
晶層がその基材上に形成されるように、その基材の少なくともある領域を上文で定義され
た着色組成物と接触させるステップを含む。
【０１８０】
　当業者であれば理解するであろうが、該コロイド結晶層は、一般的には、着色剤組成物
に接触する基材領域上に形成される。基材全体が必ずしも着色剤組成物に接触する必要は
なく、言い換えれば、コロイド結晶層の被覆は完全である必要がなく、即ち不連続であり
得る。
【０１８１】
　「コロイド結晶層」という用語は、例えば適切な基材の少なくともある領域を覆うコロ
イド結晶および造影剤を含んだシートまたは材料の厚さを意味する。多孔質であり得る基
材の性質に応じて、コロイド結晶層は、基材の表面および/または内部に生成し得る。さ
らに、該コロイド結晶層(複数可)は、所望の構造色効果が得られるならば、必ずしも完全
に規則正しいものである必要はない。言い換えれば、若干の結晶の不規則性は容認される
。
【０１８２】
　本発明の別の態様によれば、(i)単分散粒子から形成されたコロイド結晶と、(ii)該単
分散粒子内に封入された、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広
域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体とを含むコロイド結晶層が提供され
、そのコロイド結晶層は色を形成する。
【０１８３】
　また、コロイド結晶層を基材上に形成する方法も提供され、その方法は、上文で定義さ
れた着色剤組成物を基材の少なくともある領域に塗布するステップを含む。
【０１８４】
　コロイド結晶層においては、該コロイド結晶が、可視光の波長に相当する範囲の波長を
有する光を反射および/または回折し、構造色効果を提供する。コロイド結晶によって回
折されるどの可視光も、広域スペクトル吸収体造影剤により実質的に全て吸収される。こ
れは、上で述べた構造色効果の高まりを引き起こす。
【０１８５】
　適切な基材としては、コロイド結晶層を形成することができる任意の基材が挙げられる
。適切な基材としては、例えば、繊維(毛髪など)、皮膚、爪、食材、石、セラミック、ガ
ラス、紙、織物、木材、皮革、金属(例えばアルミニウム)、およびプラスチックが挙げら
れる。
【０１８６】
　基材が食材である場合、該着色剤組成物は、食材類に使用することができるグレードの
ものでなければならない。本発明の着色剤組成物類を使用することができる食材類として
は、例えば、卵類、果物、野菜類、アイスクリーム類、ソース類、シャーベット、および
チョコレートが挙げられる。
【０１８７】
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　例えば、野菜類または果物類を使用する場合、食べることができる部分、ならびに皮や
葉などの(通常は)食べられない部分を、コートおよび/または印刷することが可能である
。
【０１８８】
　該基材がプラスチック材料である場合、本発明の着色剤組成物を該プラスチック材料中
に分散させることができ、次いでそれを、例えば射出成形、射出吹込成形、または吹込成
形によって成形することができる。
【０１８９】
　該基材は、さらに、例えば保護カバーまたはコーティングとして保護材料を含むことが
できる。その保護カバーまたはコーティングは、例えば、該コロイド結晶層の表面に透明
なラッカー層を含むことができる。別法では、該保護材料は、例えば適切に改質された表
面を有する単分散粒子を提供することによって、原位置に形成することもできる。
【０１９０】
　かくして、本発明の一態様によれば、上文にて定義された着色剤組成物の個人の毛髪を
着色するための使用が提供される。
【０１９１】
　また、個人の毛髪の着色方法であって、個人の毛髪の少なくともある領域をコロイド結
晶層が毛髪上に形成されるように上文にて定義された着色剤組成物に接触させるステップ
を含む方法も提供される。
【０１９２】
　また、コロイド結晶層が、(i)単分散粒子から形成されたコロイド結晶と、(ii)単分散
粒子中に封入された少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペ
クトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体とを含み、そのコロイド結晶層が毛髪の少
なくともある領域を発色させる少なくとも1つのコロイド結晶層を含む毛髪も提供する。
【０１９３】
　また、上文にて定義された着色剤組成物を含む毛髪染料組成物も提供される。
【０１９４】
　本発明の毛髪染料組成物は、任意の適切な形をとることができる。例えば該毛髪染料組
成物は、毛髪の全てまたは一部に直接適用することのできる、スプレー類、ローション類
、シャンプー類、クリーム類、またはペースト類の形であることができる。適切な接触時
間の後、必要に応じて過剰な組成物をそのとき洗い落とすことができる。好ましくは、該
毛髪染料組成物は、少なくとも2つまたは3つのコロイド結晶層が形成されるように十分な
時間、毛髪と接触したままにする。
【０１９５】
　本発明の別の態様によれば、織物を着色するための上文にて定義した着色剤組成物の使
用が提供される。
【０１９６】
　織物の着色には、白色繊維材料の場合などにおける織物の「増白」が含まれる。
【０１９７】
　本発明の別の態様によれば、織物を着色する方法であって、その織物の少なくともある
領域を、コロイド結晶層がその織物上に形成されるように、上文にて定義された着色剤組
成物に接触させるステップを含む方法が提供される。
【０１９８】
　織物の着色に使用される着色剤組成物は、水中に溶解/分散する粉末または錠剤、ある
いは液体などの、当技術分野で知られている標準的な洗濯用配合物の一部として適用する
ことができる。
【０１９９】
　本発明の別の態様によれば、コロイド結晶層が、(i)単分散粒子から形成されたコロイ
ド結晶と、(ia)該単分散粒子内に封入された少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影
剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体とを含み、該コロ
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イド結晶層が、繊維性材料の少なくともある領域で発色する少なくとも1つのコロイド結
晶層を含む繊維性材料が提供される。
【０２００】
　該繊維性材料は、例えば、織物であり得る。適切な織物類としては、天然および合成繊
維類が挙げられる。天然織物の例としては、ウール、絹、毛皮、セルロース系材料類、例
えば、木綿、亜麻、リネン、麻などが挙げられる。合成繊維類としては、例えば、ビスコ
ース、ナイロン(ポリアミド)、アクリル(ポリアクリロニトリル)、アラミド(芳香族ポリ
アミド)およびポリエステルが挙げられる。該繊維は、任意の適切な形、例えば、織布、
不織布、または編地の形のものであり得る。
【０２０１】
　本発明の別の態様によれば、上文にて定義した着色剤組成物を含む織物染料組成物が提
供される。
【０２０２】
　好ましくは、該織物染料組成物は、少なくとも2つまたは3つのコロイド結晶層が形成さ
れるように、十分な時間、繊維性材料と接触させる。
【０２０３】
　本発明の該織物染料組成物は、任意の適切な形をとることができる。例えば、該織物染
料組成物は、固体、液体、またはペーストの形のものであり得る。
【０２０４】
　本発明の別の態様によれば、紙に着色するための上文にて定義した着色剤組成物の使用
が提供される。
【０２０５】
　本発明の別の態様によれば、紙の着色方法であって、紙の少なくともある領域を、コロ
イド結晶層が紙の上に形成されるように、上文にて定義した着色剤組成物と接触させるス
テップを含む方法が提供される。
【０２０６】
　「紙」という用語は、木材のパルプまたはその他の繊維性物質からシートに製造され、
例えば、筆記または印刷、ラッピングまたは包装を含めた任意の使用に合わせて製造され
る任意の材料を意味する。
【０２０７】
　本発明の別の態様によれば、コロイド結晶層が、(i)単分散粒子から形成されたコロイ
ド結晶と、(ia)該単分散粒子内に封入された、少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造
影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体とを含み、該コ
ロイド結晶層が、紙の少なくともある領域で発色する少なくとも1つのコロイド結晶層を
含む紙製品が提供される。好ましくは、その色は、紙の表面に、文字類、数字類、および
/またはその他の記号類、および/またはグラフィックデザインの形状で形成される。
【０２０８】
　本発明の別の態様によれば、上文にて定義した着色剤組成物を含むインク組成物が提供
される。例えば、該インク組成物は、紙や織物などの印刷可能な表面に印刷するのに適し
ている。
【０２０９】
　本発明のインク組成物は、一般的には、基材のある範囲にインクを塗布するために当技
術分野で知られている標準的な印刷技法を使用して、基材に塗布することができる。一般
的に該インク組成物類は、該基材に適用して、文字類、数字類、および/またはその他の
記号類、および/またはグラフィックデザイン類を形成する。
【０２１０】
　上記の用途/使用においては、単一のコロイド結晶層が、基材の表面または内部に形成
されることで十分である。しかしながら、少なくとも2つまたは3つのコロイド結晶層が形
成されるのが好ましい。上文にて述べたように、該コロイド結晶層は、完全でも不連続で
もよく、基材の表面および/または内部に形成されてもよい。
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【０２１１】
　天然基材類、例えば、毛髪、爪、歯、およびウールや木綿などの天然織物を着色するた
めに本発明の着色剤組成物を使用する場合、該組成物類は、0.01から2(好ましくは0.01か
ら1)重量%までの単分散粒子またはコロイド結晶と、0.01から2(好ましくは0.01から1)重
量%までの広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少な
くとも1種の前駆体とを一般的には含む。本発明の着色組成物を、合成基材を着色するた
めに使用する場合、該組成物は、0.5から15(好ましくは1から10)重量%までの単分散粒子
またはコロイド結晶と、0.5から15(好ましくは1から10)重量%までの広域スペクトル吸収
体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体とを一般的
には含む。
【０２１２】
　当業者であれば理解するであろうが、上文にて述べた毛髪染料、化粧品、織物染料、お
よびインク組成物類は、好ましくは、使用中にコロイド結晶の形成を妨げおよび/または
阻止する可能性のあるあらゆる追加の成分を含有しない。
【０２１３】
　次に本発明について、下記の非限定的な実施例を参照しながらさらに説明する。
【実施例１】
【０２１４】
染料を封入する単分散ポリ(メチルメタクリレート)粒子の合成
　3つ口フラスコ(250ml)に、150mlの2重脱イオン水、および4～40mgの染料(例えばブリリ
ャントブラックBN)を仕込んだ。このフラスコを、隔壁で密封した。そのフラスコを90℃
まで加熱し、45分間窒素でフラッシュした。窒素の流れを止めた後、15ml(141mmol)のメ
チルメタクリレートを、隔壁を通して添加した。90℃でさらに30分後、過酸化二硫酸カリ
ウム塩の10重量%溶液を5ml(1.8mmol、500mg)添加することによって重合を開始した。その
溶液を、90℃で10分間、窒素でフラッシュした。その反応溶液を、機械式撹拌機(quirler
)により1分間当り400回転(rpm)で撹拌した。2.5時間の反応時間の後、フラスコを開け、
得られた温かい溶液を標準的な濾紙を通して濾過し、大きな凝集物を除去した。その溶液
を、次に、4000rpmの遠心分離器内で5～10分間、2回洗浄し、透明なペレットを分離した
。その後、それを、虹色のペレット上に透明な液体が形成されるまで、30～90分間遠心分
離にかけた。その液体を次に注ぎ出し、そのペレットを、60mlの2重脱イオン水中に再懸
濁させた。これを、オリゴマーからポリマーを分離するためにさらに4回繰り返した。こ
の溶液を、次に10～20重量%の懸濁液として保存した。収率は、分離されたポリマー/オリ
ゴマーの比に依存し、一般的には約50から90%までの範囲内であった。
【０２１５】
　この方法によって成長させたポリマー球体は、凝集を妨げる静電反発力を引き起こす表
面電荷を示した。
【０２１６】
　生成した単分散染料が封入されたポリマー球体は、約0.05と0.7μmの間の平均粒径を有
しており、その標準偏差は4%未満であった。
【０２１７】
　その試料を、次にその分散液を5000rpmで20分間遠心分離にかけて液体から固体を分離
することにより精製した。その固体を、機械式撹拌および超音波処理によって当初の体積
まで蒸留水中に再分散させた。この手順を、3回または4回繰り返した。
【０２１８】
　この方法によって生成された試料は、可視光のブラッグ回折により鮮やかな色を示した
。
【実施例２】
【０２１９】
試験管内でのコロイド結晶の製作
　体積分率0.3%のブリリャントブラックBNを含有する均一サイズのポリ(メチルメタクリ
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レート)球体(実施例1の通りに調製した)の水中の10%懸濁液(粒子の体積分率:10%;直径:21
0nm;標準偏差:3%)を、2mlのプラスチックバイアル(幅8mmおよび長さ30mm)に注ぎ、次いで
10分間、10000rpm(約3500G)で遠心分離にかけた。遠心分離の後、虹色の結晶領域がセル
の底部に、混濁した非結晶領域が中央に、透明領域が最上部に形成された。
【０２２０】
　同じ方法を、蒸留水に溶かしたむき出しのポリ(メチルメタクリレート)粒子(粒子の体
積分率:10%;直径:210nm;標準偏差:3%)を含有する溶液(染料、顔料、および/または発色団
を含まない)に対しても行った。コロイド結晶の形成は、上記と同じ条件下で行った。遠
心分離の後、虹色の結晶領域がセルの底部に、混濁した非結晶領域が中央に、透明領域が
最上部に形成された。
【手続補正書】
【提出日】平成21年5月18日(2009.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体が粒子内に封入されているコロイド結晶を形成することが可
能な単分散粒子であって、前記単分散粒子は、1つだけの層からなり、コア/シェル型粒子
ではなく、
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、97～99.999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～3重量%の前記単分散粒子の全体中に分
布するように封入されている少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または
広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含むことを特徴とする単分散粒子。
【請求項２】
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、99～99.999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～1重量%の少なくとも1種の広域スペク
トル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体と
を含む、請求項1に記載の単分散粒子。
【請求項３】
　(i)前記単分散粒子の全重量に対して、99.5～99.9999重量%の前記単分散粒子材料と、
　(ii)前記単分散粒子の全重量に対して、0.0001～0.5重量%の少なくとも1種の広域スペ
クトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体
と
を含む、請求項1に記載の単分散粒子。
【請求項４】
　メチルメタクリレートとアリザリンブルーブラックとからなる単分散粒子が保護の範囲
から除かれる、請求項1から3のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項５】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なく
とも1種の前駆体が、複数化合物の混合物であり、その混合物が単一の広域スペクトル吸
収体造影剤と同じ吸収特性を有する、請求項1から4のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項６】
　前記単分散粒子が、可視光の波長に相当する範囲の波長を有する光を反射および/また
は回折するコロイド結晶を形成することができる、請求項1から5のいずれかに記載の単分
散粒子。
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【請求項７】
　約1μm未満でありかつ約1nm超のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から6のい
ずれかに記載の単分散粒子。
【請求項８】
　100nm超、好ましくは120nm超のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から7のい
ずれかに記載の単分散粒子。
【請求項９】
　900nm未満、好ましくは800nm未満のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から8
のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１０】
　120nmから800nmまでの範囲のrms直径を有することを特徴とする、請求項1から7のいず
れかに記載の単分散粒子。
【請求項１１】
　前記粒子が、針、プレート、ロッドまたは球の形状を有することを特徴とする、請求項
1から10のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１２】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が、前記単分散粒子全体を覆って分布している、請求
項1から11のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１３】
　前記単分散粒子が、有機および/または無機材料からできていることを特徴とする、請
求項1から12のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１４】
　前記単分散粒子が、有機ポリマー粒子、例えば、ラテックス、ポリスチレン、ポリ(酢
酸ビニル)、ポリアクリロニトリル、ポリ(スチレン-co-ブタジエン)、ポリエステル、ポ
リアミド、ポリウレタン、ポリ(メチルメタクリレート)およびポリ(フルオロメチルメタ
クリレート)粒子などでできていることを特徴とする、請求項13に記載の単分散粒子。
【請求項１５】
　金属カルコゲナイド、金属プニクタイド、シリカ、金属および金属酸化物粒子でできて
いることを特徴とする、請求項11に記載の単分散粒子。
【請求項１６】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が有機物である、請求項1から15のいずれかに記載の
単分散粒子。
【請求項１７】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が無機物である、請求項1から15のいずれかに記載の
単分散粒子。
【請求項１８】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が、Ag、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブ
ルーブラック、カーボンブラック、水酸化鉄および四三酸化鉄からなる群から選択される
、請求項1から15のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項１９】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤前駆体が、金属塩または複数の金属塩の混合物であり
、該金属が、K、Ca、Sr、Ba、Zn、Pb、Fe、Ni、Ce、Co、Cr、Cu、Mn、Sn、Al、Ag、Mg、A
u、およびCdから選択することができる、請求項1から18のいずれかに記載の単分散粒子。
【請求項２０】
　前記金属塩類が親水性である、請求項19に記載の単分散粒子。
【請求項２１】
　前記金属塩類が、AgNO3、FeCl2およびFeCl3である、請求項19または20に記載の単分散
粒子。
【請求項２２】
　請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子から形成されるコロイド結晶。
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【請求項２３】
　(i)請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子および/または請求項22に記載の少な
くとも1種のコロイド結晶
を含む着色剤組成物。
【請求項２４】
　(i)請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子および/または請求項22に記載の少な
くとも1種のコロイド結晶と、
　(ia)広域スペクトル吸収体造影剤および広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体が封入さ
れていない単分散粒子と
を含む着色剤組成物。
【請求項２５】
　前記単分散粒子によって封入されていない少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影
剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の少なくとも1種の前駆体をさらに含む、請
求項23または24に記載の着色剤組成物。
【請求項２６】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の
前駆体が、前記コロイド結晶中の封入されている単分散粒子の間のすき間に置かれている
、請求項25に記載の着色剤組成物。
【請求項２７】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影剤の
少なくとも1種の前駆体が、前記封入されている単分散粒子の表面に置かれている、請求
項25に記載の着色剤組成物。
【請求項２８】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤が有機物である、請求項25から27のいずれかに
記載の着色剤組成物。
【請求項２９】
　前記追加の広域スペクトル吸収体造影剤が無機物である、請求項25から27のいずれかに
記載の着色剤組成物。
【請求項３０】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤が、アリザリンブルーブラック、ブリリアントブルー
ブラック、カーボンブラック、水酸化鉄および四三酸化鉄からなる群から選択される、請
求項25から27のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３１】
　前記広域スペクトル吸収体造影剤の前駆体が、AgNO3、FeCl2およびFeCl3からなる群か
ら選択される、請求項25から27のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３２】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体がそこに封入されている前記単分散粒子の量が、前記着色組
成物の全重量に対して少なくとも約0.01重量%である、請求項23から31のいずれかに記載
の着色剤組成物。
【請求項３３】
　少なくとも1種の広域スペクトル吸収体造影剤および/または広域スペクトル吸収体造影
剤の少なくとも1種の前駆体がそこに封入されている前記単分散粒子の量が、前記着色組
成物の全重量に対して0.01重量%から70重量%までである、請求項23から32のいずれかに記
載の着色剤組成物。
【請求項３４】
　(ii)少なくとも1種の溶媒
を含む、請求項23から33のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３５】
　前記溶媒が、極性または無極性であり得る有機溶媒である、請求項34に記載の着色剤組
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成物。
【請求項３６】
　前記有機溶媒が、水、アルコール類(一価または多価)、エステル類、ケトン類ならびに
エーテル類、特にグリコール類およびポリグリコール類のモノ-およびジ-アルキルエーテ
ル類、例えば、モノ-、ジ-およびトリ-プロピレングリコールのモノメチルエーテルなら
びにエチレン、ジエチレンおよびトリエチレングリコールのモノ-n-ブチルエーテルから
なる群から選択される、請求項35に記載の着色剤組成物。
【請求項３７】
　(iia)水と、
　(iib)場合によって、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類ならびに少な
くとも6個の炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類ならびに精製蒸留生成物類
および副生成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも1種の溶
剤と
を含む、請求項34から36のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項３８】
　前記溶媒が、アルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル類ならびに少なくとも6
個の炭素原子を有する脂肪族および芳香族炭化水素類ならびに精製蒸留生成物類および副
生成物類を含めたこれらの混合物からなる群から選択される、請求項34から36のいずれか
に記載の着色剤組成物。
【請求項３９】
　該溶媒の量が、前記着色剤組成物の全重量に対して、10重量%～99.99重量%の範囲、好
ましくは、20重量%から99.8重量%まで、より好ましくは、30重量%から99.9重量%までであ
る、請求項34から38のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４０】
　前記着色剤組成物が、液体、ゲル、ムース、ワックスまたはペーストである、請求項34
から39のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４１】
　(i)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～70重量%の請求項1から21のいずれ
かに記載の単分散粒子および/または請求項22に記載の少なくとも1種のコロイド結晶
を含む、請求項23から40のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４２】
　さらに、
　(iii)少なくとも1種の硬化性材料と、
　(iv)少なくとも1種の開始剤と
を含む、請求項23から41のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４３】
　(iii)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.01重量%～15重量%、好ましくは0.1～10重
量%の少なくとも1種の硬化剤
を含む、請求項42に記載の着色剤組成物。
【請求項４４】
　(iv)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.005重量%～10重量%、好ましくは0.01～8重
量%の少なくとも1種の開始剤
を含む、請求項42または43に記載の着色剤組成物。
【請求項４５】
　前記硬化剤が、エポキシアクリレート類、ポリウレタンアクリレート類、ポリエステル
アクリレート類、アクリレート化ポリオール類およびアクリレート化ポリエーテル類から
なる群から選択される、請求項42から44のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４６】
　前記開始剤が、過酸化物または過酸化物含有化合物類、ベンゾフェノンおよびベンゾフ
ェノン誘導体類、アセトフェノンおよびアセトフェノン誘導体類、ベンゾインエーテル誘
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導体類およびチオキサントン誘導体類からなる群から選択される、請求項42から45のいず
れかに記載の着色剤組成物。
【請求項４７】
　(v)少なくとも1種の助剤
をさらに含む、請求項23から46のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項４８】
　前記助剤が、湿潤剤類、緩衝物質類、帯電防止剤類、漂白剤類、酸化剤類、レオロジー
調整剤類、可溶化剤類、乾燥剤、消泡剤類、レベリング剤類、界面活性剤類、抑泡剤類、
凍結防止剤類または制カビおよび/または静菌剤類、蛍光増白剤類、軟化剤類、防炎添加
剤類、または汚れ剥離剤類、撥水剤類および撥油剤類、ならびに硬水軟化剤類および天然
または合成増粘剤類、例えば、アルギン酸塩類およびセルロースエーテル類からなる群か
ら選択される、請求項47に記載の着色剤組成物。
【請求項４９】
　(v)前記着色剤組成物の全重量に対して、0.1重量%～10重量%の少なくとも1種の助剤
をさらに含む、請求項47または48に記載の着色剤組成物。
【請求項５０】
　前記着色剤組成物が、コーティングおよび/または印刷配合物である、請求項23から49
のいずれかに記載の着色剤組成物。
【請求項５１】
　前記着色剤組成物が、インクジェット(例えば、バブルジェット（登録商標）、コンパ
ウンドジェット、ドライインクジェット、ホットメルトインクジェットなど)、レリーフ
印刷、凹版印刷、活版印刷、リソグラフィ、フレキソグラフィ、グラビア、スクリーン印
刷およびタコ印刷用の印刷配合物である、請求項50に記載の着色剤組成物。
【請求項５２】
　前記着色剤組成物が、ナイフコーティング、浸漬(ディップ)コーティング、ギャップコ
ーティング、カーテンコーティング、ロータリースクリーン、リバースロールコーティン
グ、グラビアコーティング、計量ロッド(マイヤーバー)コーティング、スロットダイ(押
出し)コーティングおよびホットメルトコーティング用のコーティング配合物である、請
求項50に記載の着色剤組成物。
【請求項５３】
　パーソナルケア用配合物、特に化粧品配合物における、請求項1から21のいずれかに記
載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なくとも1種のコロイド結晶、および
/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1種の着色剤組成物の使用。
【請求項５４】
　請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なく
とも1種のコロイド結晶、および/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1
種の着色剤組成物を含む、パーソナルケア用配合物および/または化粧品配合物。
【請求項５５】
　前記パーソナルケア用配合物および/または化粧品配合物が、溶液類、懸濁液類、エマ
ルジョン類、PITエマルジョン類、ペースト類、軟膏類、ゲル類、クリーム類、ローショ
ン類、粉末類、石けん類、界面活性剤含有洗浄料類、油類、エアロゾル類、スプレー類、
ワックス類、ムース類、およびスティック類の形をしている、請求項54に記載のパーソナ
ルケア用配合物および/または化粧品配合物。
【請求項５６】
　前記パーソナルケア用配合物および/または化粧品配合物が、リップスティック、リッ
プケアスティック、マスカラ、アイライナー、アイシャドウ、ルージュ、パウダー化粧品
、エマルジョン化粧品、ワックス化粧品、ネイルラッカー、シャンプー、およびシャワー
用配合物である、請求項54または55に記載のパーソナルケア用配合物および/または化粧
品配合物。
【請求項５７】
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　溶媒類、さらなる染料類および/または顔料類、酸化防止剤類、撥水剤類、ビタミン類
、UV吸収剤類、溶質類、セルフタンニング剤類、保存剤類、酸化防止剤類、安定剤類、可
溶化剤類、ビタミン類、着色剤類、および臭気改良剤類からなる群から選択される少なく
とも1種のさらなる添加剤を含む、請求項54から56のいずれかに記載のパーソナルケア用
配合物および/または化粧品配合物。
【請求項５８】
　セキュリティ印刷および/またはコーティングインクにおける、請求項1から21のいずれ
かに記載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なくとも1種のコロイド結晶、
および/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1種の着色剤組成物の使用。
【請求項５９】
　請求項1から21のいずれかに記載の単分散粒子、および/または請求項22に記載の少なく
とも1種のコロイド結晶、および/または請求項23から49のいずれかに記載の少なくとも1
種の着色剤組成物を含む、セキュリティ印刷および/またはコーティングインク。
【請求項６０】
　少なくとも1種の、さらなる追加の検出可能なセキュリティフィーチャを含む、請求項5
9に記載のセキュリティ印刷および/またはコーティングインク。
【請求項６１】
　別の追加の要素が、光学的、機械的、および/または触覚的に検出可能なセキュリティ
フィーチャである、請求項60に記載のセキュリティ印刷および/またはコーティングイン
ク。
【請求項６２】
　基材に印刷および/または塗布するための、請求項23から49のいずれかに記載の着色剤
組成物および/または請求項59から61のいずれかに記載のセキュリティ印刷および/または
コーティングインクの使用。
【請求項６３】
　前記基材が、繊維(毛髪など)、皮膚、爪、食材、石、セラミック、ガラス、紙、織物、
木材、皮革、金属、および/またはプラスチックからなる群から選択される、請求項62に
記載の使用。
【請求項６４】
　請求項23から49のいずれかに記載の着色剤組成物および/または請求項59から61のいず
れかに記載のセキュリティ印刷および/またはコーティングインクによって、印刷および/
または塗布された基材。
【請求項６５】
　繊維(毛髪など)、皮膚、爪、食材、石、セラミック、ガラス、紙、織物、木材、皮革、
金属、および/またはプラスチックからなる群から選択される、請求項64に記載の基材。



(45) JP 2010-527342 A 2010.8.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(46) JP 2010-527342 A 2010.8.12

10

20

30

40



(47) JP 2010-527342 A 2010.8.12

10

20

30

40



(48) JP 2010-527342 A 2010.8.12

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ０９Ｃ   1/48     (2006.01)           Ｃ０９Ｃ   1/48    　　　　          　　　　　
   Ｃ０９Ｃ   1/22     (2006.01)           Ｃ０９Ｃ   1/22    　　　　          　　　　　
   Ｃ０９Ｃ   3/10     (2006.01)           Ｃ０９Ｃ   3/10    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/46     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/46    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｑ   1/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   1/00    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｑ   3/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   3/00    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/02     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   5/02    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)           Ａ６１Ｑ  19/10    　　　　          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,SK,T
R),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,
BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,K
G,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT
,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  マイケル・フランシス・バトラー
            イギリス・ベッドフォードシャー・ＭＫ４４・１ＬＱ・シャーンブルック・（番地なし）・ユニリ
            ーバー・アール・アンド・ディー・コルワース
(72)発明者  ラミン・ジャラーリ
            イギリス・ＣＶ２１・３ＴＨ・ウォーウィックシャー・ラグビー・コルデコット・３０
Ｆターム(参考) 4C083 AC792 AD092 CC11  CC25  CC28  CC38  EE03  EE50 
　　　　 　　  4J011 AA08  PA22  PB25  PC07 
　　　　 　　  4J037 AA02  AA15  AA18  AA30  CB03  CB04  CB08  CC11  CC13  CC16 
　　　　 　　        CC24  CC26  CC27  EE03  EE06  EE08 
　　　　 　　  4J038 CC032 CC042 CC052 CG142 DD002 DG002 HA026 HA066 HA446 KA08 
　　　　 　　        KA13  KA15  KA17  KA20 
　　　　 　　  4J039 AD03  AD09  AD10  AD11  AD15  AE04  AE06  BA04  BA13  BD02 
　　　　 　　        BE01  GA01  GA02  GA03  GA10  GA24 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	written-amendment
	search-report
	overflow

